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Ⅰ 第３次プランの概要 
 

１ 経過 

山形市では、平成 23 年に第 2 次「いきいき山形男女共同参画プラン」を策定、平成 25 年

4 月には山形市男女共同参画推進条例を施行し、全庁的な推進体制を図りながら、プラン目

標に向けた総合的な取組みを進めてまいりました。 
しかし、平成 26 年度に実施した「男女共同参画に関する意識・実態調査」では、職場や家

庭、地域社会等の様々な場面において、性別による固定的役割分担意識や男女の不平等感は

根強く残っていることが明らかになりました。 
さらに、配偶者等からの暴力（DV）の顕在化や、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バ

ランス）の推進など、男女共同参画社会の実現には未だ多くの課題があります。 
このような状況のもと、これまでの取組状況を踏まえ、近年の社会動向の変化や法制度の

改正に対応した第 3次「いきいき山形男女共同参画プラン」を平成 28年 2月に策定しました。 
 
２ 期間 

計画期間は、平成 28 年度から令和 3 年度までの 6 ヶ年間としています。（新型コロナウィ

ルス感染症対策による新たな日常を踏まえた計画とするために、期間を 1 年間延期しまし

た。） 
 

３ 対象事業 

計画の対象となる事業は、「男女共同参画のまち山形」の実現に寄与すると考えられるも

ので、令和 3 年度までに「具体的施策」の達成に向けて担当課で主体的に実施することがで

きる事業とし、「事務事業の内容」として示しました。 
 
４ 指標 

計画の進捗状況を見るために、目標ごとに数値で表すことのできる 18 項目の指標を定め、

令和 3 年度までの数値目標を掲げています。 

 
５ 計画の推進 

計画に掲げる事業については、全庁的に取り組むものとします。 

なお、計画の着実な推進のために緊急又は新たな対応が必要になった場合には、計画に掲 

載されていない事業であってもすみやかに着手するとともに、計画への追加を行います。 

 
６ 進捗状況の調査、評価、公表 

「山形市男女共同参画推進条例」第 10 条（年次報告）の規定により、計画の進捗状況に 

ついて、山形市男女共同参画推進本部において年 1 回全庁的な調査（市民・事業所の意識及 

び実態調査については 5 年に 1 度：令和元年度実施）を実施して評価を行い、山形市男女共 

同参画審議会に報告するとともに、これを公表します。 
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(１)　男女共同参画への理解を広げる啓発活動の充実

(２)　性別による固定的役割分担意識と社会慣行の見直し

(３)　世界の男女共同参画に対する理解の促進

(１)　家庭における男女共同参画意識の啓発

(２)　子どもたちの男女共同参画意識を育む教育の推進

(３)　社会における男女共同参画意識の啓発

(１)　政策や方針の意思決定過程での男女共同参画の推進

(２)　企業や団体等の方針決定の場での男女共同参画の促進

(３)　女性のエンパワーメントへの支援

(１)　地域活動における男女共同参画の促進

(２)　地域防災活動における男女共同参画の推進

(１)　雇用・就労における男女の均等な機会と待遇の確保

(２)　職場における男女共同参画に関する教育の推進

(３)　女性の能力発揮促進のための支援

(１)　ワーク・ライフ・バランスに関する意識啓発の推進

(２)　多様な働き方に対応した環境の整備促進

(３)　高齢者・障がい者・ひとり親・外国人・様々な困難を

　　  抱える女性等が自分らしく暮らせる環境の整備促進

(１)　リプロダクティブ・ヘルス／ライツについての意識の

　　　浸透

(２)　生涯を通じた健康保持増進対策の推進

(１)　暴力の根絶についての啓発と再発防止に向けた

　　　取組みの推進

(２)　若年層に対する啓発活動の実施

(１)　安心して相談できる体制の整備

(２)　ＤＶ被害者への支援

　男女平等意識を育む

　　　　教育・保育

　生涯の健康維持

　　プランの目的　　【男女共同参画のまち山形】の実現

Ⅶ
国際的協調

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

　１　男女間の暴力の根絶に向けた
　　　意識づくりを促進しますⅣ　人権が尊重され、

　　　男女間の暴力のない
　　　　　　　　　　　　社会の実現

　２　DV相談体制の強化と被害者支援の
　　　充実を図ります

【 山形市職業生活における女性活躍推進計画 】

個人の尊厳の尊重と

　２　男女共同参画意識を育む
　　　教育・学習の充実を図ります

　１　政策・方針の意思決定の過程での
　　　男女共同参画を推進しますⅡ　あらゆる分野での

　　　　　男女共同参画の実現

Ⅰ　男女共同参画意識の確立

あらゆる意思決定の

　場での男女共同参画

人権の尊重

　３　男女の互いの性への理解と、
　　　生涯にわたる健康づくりを推進します

【 山形市ＤＶ防止基本計画 】

　１　働く場における
　　　男女共同参画を推進します

Ⅲ　多様な生き方を選択できる
　　　　　　　　　　　　環境の実現 　２　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・

　　　バランス）を促進します

Ⅳ

互いの性への理解と

多様な生き方の

Ⅵ

　２　地域社会における
　　　男女共同参画を推進します

仕事と生活の

　調和の保持　選択の自由

Ⅴ

　１　男女共同参画意識の高揚に向けた
　　　啓発を行います

Ⅱ 第３次プラン体系図

７つの基本理念

目 標 （めざす姿） 基 本 方 針 施 策 の 方 向
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Ⅲ 第３次プラン 令和２年度進捗状況評価 
 
１ 評価について 

令和２年度の進捗状況評価は、数値で表すことのできる指標により行います。 

それぞれの指標は、各目標の推進の度合いを示すものとみなし、指標とした項目の数値の増

減とそれぞれの指標に掲げている数値目標への達成度合により評価を行います。 

評価内容は、6 ページ「4 令和２年度 第 3 次プラン進捗状況評価」のとおりです。 
 【評価内容の例】 

指標５ 

 市の審議会等における女性委員 

 比率 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 

（令和 2 年度） 
目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

   
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

２ 事務事業の実施状況及び取組み事務事業について 

指標及び評価の基となる令和２年度の具体的な事務事業の実施状況については、21 ページ

「５ 令和２年度事務事業実施状況及び令和３年度取組み事務事業の報告について」のとおり

です。 

【評価方法の変遷】 

プラン名 年度 評価状況 
第 1 次「いきい

き山形男女共同

参画プラン」 

平成 14 年度 事務事業に基づく文書による評価 
平成 15 年度～ 

平成 16 年度 
事務事業に基づく３段階評価 
◎積極的に推進した、〇推進した、△あまり推進しなかった 

平成 17 年度 指標による評価（24 項目） 

平成 18 年度～ 
平成 22 年度 指標による評価 数値目標あり（14 項目） 

第 2 次プラン 平成 23 年度～ 
 平成 27 年度 指標による評価 数値目標あり（26 項目） 

第３次プラン 平成 28 年度～ 
 令和 3 年度 指標による評価 数値目標あり（18 項目） 

 

指標番号と 
指標名 

【計画時】 
平成 27 年度に第３次プランを
策定した際、山形市の現状値と
して参考にした数値 
（平成 26 年度の数値） 

【現状値】 
今回調査した数値 
（令和２年度の数値） 
※評価指数が、男女共同 
参画に関する意識・実態 
調査結果による数値の 
場合は、令和元年度調査 
時の数値 

【目標値】 
第３次プランで目標としている数値 
（令和３年度までに達成） 

【達成状況】 
前回の調査と比較して、目標値に 
近づいたか等を、  等で表記 
 

40%以上 28.8％ 30.0％ 
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３　令和２年度　第３次プラン指標状況

目標 指標の説明
計画時

（平成26年度）
現状値

（令和２年度）
目標値

（令和３年度）
達成状況 担当課

1 1
社会全体で男女平等と思
う人の割合

社会全体でみた場合の
男女平等になっていると
思う市民の割合

18.2% 16.6% 25%以上 男女共同参画センター

2 2
社会通念や慣習・しきた
りで男性優遇と感じる人
の割合

社会通念や慣習・しきた
りの場面で男性が優遇さ
れていると思う市民の割
合

72.2% 77.7% 50％以下 男女共同参画センター

3 3
男女共同参画に関する講
座実施回数

男女共同参画課及び男
女共同参画センターが実
施する講座の開催回数

42回
45回

      ※１
45回 ○ 男女共同参画センター

4 4
男女共同参画センター会
議室等利用率

貸館及び講座等で男女
共同参画センターの会議
室が利用された割合

55.6%
63.4%

     ※２
60％以上 ○ 男女共同参画センター

5 1
市の審議会等における女
性委員比率

市の審議会等における女
性委員の比率 28.8% 30.0% 40%以上 男女共同参画センター

6 2 女性人材バンク登録者数
女性の参画を進めるため
の女性人材バンクに登録
した人数

73人 75人 100人 男女共同参画センター

7 3
女性人材バンク年間活用
件数

審議会委員や研修会の
講師等のため女性人材
バンク登録者を活用した
年間の件数

88件
73件

      ※３
100件 男女共同参画センター

8 4
事業所の管理職に占め
る女性の割合

事業所の管理職（課長級
及び課長級より上位の役
職にある労働者）におけ
る女性の割合

12.8% 12.6% 30%以上 男女共同参画センター

9 5

山形市自主防災組織連
絡協議会及び
市が主催する防災講習
会等の女性参加者比率

山形市自主防災組織連
絡協議会及び市が主催
する防災講習会等におけ
る女性参加者の割合

2.5%
43.8%

      ※4
30%以上 〇 防災対策課

10 1
男性の育児休業取得率
（事業所）

事業所における男性従業
員の育児休業取得率 4.4% 20.9% 13%以上 〇 男女共同参画センター

11 2

男性も育児・介護休業が
取れることは賛成だが、
実際は取りづらいと思う
人の割合

男性も育児・介護休業を
取ることには賛成だが、
実際には取りづらいと感
じる人の割合

76.0% 69.6% 50%以下 男女共同参画センター

12 3
男性の１日平均家事時間
0分の割合

１日平均で家事に従事す
る時間が0分と答えた男
性の割合

24.9% 3.6% 10%以下 〇 男女共同参画センター

13 4 男性向け講座実施回数

男女共同参画課及び男
女共同参画センターが実
施した男性向け講座の回
数

2回 4回 年2回以上 〇 男女共同参画センター

14 5
病児・病後児保育実施か
所数

病児保育・病後児保育を
実施している園の数 3か所 6か所 5か所 〇 保育育成課

15 6 働く女性の講座実施回数

男女共同参画課及び男
女共同参画センターが実
施した働く女性を対象とし
た講座の回数

3回 4回 年3回以上 〇 男女共同参画センター

 指　標

　
Ⅰ
　
男
女
共
同
参
画
意
識
の
確
立

　
Ⅱ
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
男
女
共
同
参
画
の
実
現

　
Ⅲ
　
多
様
な
生
き
方
を
選
択
で
き
る
環
境
の
実
現
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目標 指標の説明
計画時

（平成26年度）
現状値

（令和２年度）
目標値

（令和2年度）
達成状況 担当課

16 1 ＤＶ防止講座実施回数

男女共同参画課及び男
女共同参画センターが実
施したDV防止講座（出前
講座含む）の回数

4回 6回 年4回以上 〇 男女共同参画センター

17 2
ＤＶ相談窓口を知ってい
る人の割合

DV被害について、相談で
きる機関等を知っている
と答えた人の割合

69.5% 73.8% 80％以上 男女共同参画センター

18 3
ＤＶ被害を相談した人の
割合

DV被害経験ありと答えた
人の割合から、「どこにも
相談しなかった」「無回
答」を除いた人の割合

30.4% 20.7% 50％以上 男女共同参画センター

- -
山形市におけるDV相談
件数

山形市の窓口で受付した
DV相談の延べ件数 426件 320件

　モニタリング
　指標　※5

男女共同参画センター

〇 　：目標値達成　

　：計画時より目標値に近づいた　

　：計画時より目標値から遠ざかった　

　：計画時と変わらず目標に達していない

※１ 新型コロナウイルス感染拡大防止により講座45回のうち２回中止

※２ 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止により臨時休館(4/10～5/14)及び貸館利用制限のため利用率41.6％

そのため令和元年度の数値とする

※３ 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止により、講座開催等が前年度比で半数程度と大幅に減少したため、

令和元年度の数値とする

※４ 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止により中止のため、令和元年度の数値とする

※５ ＤＶ相談件数については、相談件数の増減が必ずしもＤＶ被害の増減と一致すると言えないため、数値目標は設定しないが、

状況の把握のために、モニタリング指標として位置づけ、継続的な調査を実施する

達成状況

 指　標

　
Ⅳ
　
人
権
が
尊
重
さ
れ

、

　
　
　
　
男
女
間
の
暴
力
の
な
い
社
会
の
実
現
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指標１ 

 社会全体で男女平等と思う人の 

 割合 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

18.2% 16.6％ 
（令和元年度調査） 25%以上  

指標の説明：社会全体でみた場合の男女平等になっていると思う市民の割合 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  

：計画時と変わらず目標値に達していない  
 
【参考：「社会全体で男女平等と思う人の割合」】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    資料：山形市…「山形市男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査」 
       全国…内閣府男女共同参画局「男女共同参画に関する世論調査」 
 
 
 
 
 

12.4% 14.2%
18.2% 16.6%

20.1% 20.9%
23.2% 24.6%

21.1% 21.2%

0%

10%

20%

30%

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

Ｒ
元

21.6%
15.4%

27.3%

10.3%

0%

10%

20%

30%
全国

山形市

男性 女性

H26 R元H26 R元

目標Ⅰ 男女共同参画意識の確立 

 
固定的な性別役割分担意識に基づく制度や慣習が、社会に根強く残っている限り、男女間、世

代間の意識の差は縮まりません。これを克服していくために、男女平等と共同参画への意識改革

を目指す啓発や、教育、学習の充実を図り、男女共同参画について市民一人ひとりが理解を深め、

誰もが個性や能力を十分に発揮できる社会を目指します。 
また、国際社会における男女共同参画に関する情報の収集と提供を行い、世界の女性を取り巻

く様々な問題や世界における男女共同参画の動きなどについて学習する機会を提供します。 
 

４ 令和２年度 第３次プラン進捗状況評価 

（山形市と全国の推移）                   (山形市男女別) 
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指標２ 

 社会通念や慣習・しきたりで 

 男性優遇と感じる人の割合 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 

 
目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

72.2% 77.7％ 
（令和元年度調査） 50％以下  

指標の説明：社会通念や慣習・しきたりでの男女の立場は、男性優遇になっていると思う市民の割合 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  

：計画時と変わらず目標値に達していない  
 
【参考：「社会通念や慣習・しきたりで男性優遇と感じる人の割合」】 
 
 
 
 
 
 
 
    資料：山形市…「山形市男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査」 
       全国…内閣府男女共同参画局「男女共同参画に関する世論調査」 
 
【評価】 
 現状値は令和元年度に調査した数値で、令和 2 年度は未調査のため、前回評価と同じになります。 
→指標 1「社会全体で『どちらも同じ（平等）』と感じている人の割合」は、16.6％と前回調査の 18.2％
から 1.6 ポイント下がり、目標を達成できませんでした。また、指標 2「社会通念や慣習・しきたり

で《男性優遇》と感じている人の割合」についても、全体で 77.7％と前回調査の 72.2％から 5.5 ポ

イント増加し、目標と大きく乖離しました。その一方で「この 10 年間で女性の社会的な立場は良く

なった」と答えた人は 7 割を超えており、平等と思う人の割合の低下や男性優遇と感じる人の割合

の増加は、男女共同参画に関する取組が進み、市民の意識が高まっているからこそ、現状に対する

要求水準が上昇した結果と思われます。 
また、指標１において「平等」と答えた人の割合では男女差が 17 ポイント（男性 27.3％、女性

10.3％）、指標 2 で「男性優遇」と答えた人の割合では男女差が 16 ポイント（男性 68.2％、女性

84.2％）と、男女での感じ方に大きな差が出ており、今後の取組にどのように反映させるか検討する

必要があります。 
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【参考：「この 10 年間で女性の社会的な立場は良くなったか」】 
良くなった      変わらない   悪くなった   わからない 無回答 

資料：「山形市男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査」 
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指標３ 

 男女共同参画に関する講座実施 

 回数 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 

（令和 2 年度） 
目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

42 回 
45 回 

※新型コロナ感染拡大防止 
により 2 回中止 

45 回 〇 

指標の説明：男女共同参画センターが実施する講座の開催回数 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  

：計画時と変わらず目標値に達していない  
【評価】 
 令和 2 年度は、年間 45 回の講座を実施予定でしたが、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、

講座 2 回を中止しました。やむを得ない事情で中止としたため目標達成とみなしました。引き続き、

講座回数の確保に努めてまいります。 
 
【令和 2 年度実施予定だった講座の内訳】                （ ）内は中止回数 

自主企画講座 28 回  ワーク・ライフ・バランス講演会 1 回 

小中学生向け出前講座 4 回 
(1 回)  地域づくり講座 1 回 

企業向け出前講座 2 回  LGBT 講座 2 回 

市民企画講座 5 回  女性人材バンク登録者研修会 1 回 
(1 回) 

男女共同参画週間記念講座 1 回  
合  計 

45 回 
(43
回) 

   

   
 
 
指標４ 

 山形市男女共同参画センター 

 会議室等利用率 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 

 
目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

55.6％ 63.4％ 
（令和元年度） 60％以上 〇 

指標の説明：貸室及び講座等で男女共同参画センターの会議室が利用された割合 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  

：計画時と変わらず目標値に達していない  
【評価】 
令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止により臨時休館(4/10～5/14)及び貸館利用制限

を行ったため、正確な比較ができないので、令和元年度の数値を採用し目標達成としました。 
引き続き、感染症対策を徹底しながら、男女共同参画センターをより多くの方に利用していただ

けるよう周知を図ってまいります。 
※参考：令和 2 年度利用率 41.6％ 
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指標の説明：市の審議会等における女性委員の比率 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  

：計画時と変わらず目標値に達していない  
【評価】 
 市の審議会等における女性委員比率は 30.0％と、計画時から 1.2 ポイント上がってはいますが目

標の 40％には達しませんでした。引き続き、女性委員の積極的な登用推進に向けて、全庁挙げて取

り組んでまいります。 
 
 
【参考：非常時に活動するため委員の職が指定されている 3 審議会（山形市防災会議・山形市国民 

保護協議会・山形市水防協議会）を除いた女性委員の比率 

（令和 3 年 3 月 31 日現在） 
 
 
 
  

指標５ 

 市の審議会等における女性委員 

 比率 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 

（令和 2 年度） 
目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

28.8% 30.0% 40%以上  

調 査 
対 象 
年 度 

審 議 会 審議会委員 
審議会 
総 数 

女性委員を 
含む審議会数 

女性委員を 
含む審議会の 
割合 

委員総数 女性委員数 女性委員 
比率 

令和 2 年度 35 34 97.1％ 517 人 181 人 35.0％ 

目標Ⅱ あらゆる分野での男女共同参画の実現 

 
男女共同参画のまちづくりを進めていくためには、政策や方針決定の場に男女がともにかか

わり、多様な価値観と発想を取り入れることが必要です。国際比較における日本のジェンダー・

ギャップ指数評価は、144 か国中 114 位（2017 年）と大きく遅れており、政治・経済活動な

どの分野で女性の活躍が進まない現状を示しています。政策・方針の意思決定の過程と地域活

動の場への男女共同参画を推進すると同時に、企業や団体等への啓発を図ります。 
 

9



 
 

 
指標６ 

 女性人材バンク登録者数 
計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 

（令和 2 年度） 
目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

73 人 75 人 100 人  

指標の説明：女性の参画を進めるための女性人材バンクに登録した人数 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  

：計画時と変わらず目標値に達していない  
【評価】 
 女性人材バンク登録者数は 75 人で目標の 100 人には到達しませんでした。各講座の講師、男女

共同参画センター女性人材養成講座ファーラ大学の修了生のほか、広く庁内から女性人材の情報を

募るなど、女性人材バンクについて積極的に周知し、新規登録につなげてまいります。 
 
 
 
指標７ 

 女性人材バンク年間活用件数 
計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 

 
目標値 

（令和 2 年度） 
達成 

状況 

88 件 73 件 
（令和元年度） 100 件  

指標の説明：審議会等の委員や講座の講師等として女性人材バンク登録者を活用した年間の件数 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  

：計画時と変わらず目標値に達していない  
【評価】 
 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止により、講座開催が前年度に比べ半数程度と大

幅に減少したとみられ、女性人材バンクの活用件数も 48 件と減少し正確な比較ができないので、令

和元年度の数値を採用しました。 
活用の内訳は、審議会等の委員 28 人、その他委員会等の委員が 18 人、講座講師等が 27 人でし

た。引き続き、庁内で女性人材バンクの活用を促す周知を行い、活用件数を増やす取組みを行います。 
 
 
  

 
⼭形市⼥性⼈材バンクは、政策・意思決定の過程に⼥性の参画を進めることを⽬的とし

て、⼭形市が平成 11 年に設置したものです。令和 3 年 3 月現在 75 名の方が登録していま
す。 

庁内各課や国・県などに、審議会等の委員や講演会・講座・研修会の講師として推薦し
ており、広く登用・活用を呼び掛けています。 

⼭形市⼥性⼈材バンク 
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指標８ 

 事業所の管理職に占める 

 女性の割合 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

12.8％ 12.6％ 
（令和元年度調査） 30%以上  

指標の説明：市内事業所の管理職（課長級及び課長級より上位の役職にある労働者）に占める女性 
の割合 

（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  
：計画時と変わらず目標値に達していない  

【評価】 
 現状値は令和元年度に調査した数値で、令和 2 年度は未調査のため、前回評価と同じになります。 
→事業所の管理職に占める女性の割合は、全体では 12.6％、前回調査とほぼ同程度となりました。 
ただ、係長相当職は 33.9％と女性の割合が高くなってきています。 

引き続き、国・県・関係機関と連携し、事業所に対して女性の登用を働きかけていきます。 
 
【参考：事業所管理職に占める女性の割合】 

 
管理職 

計  係長相当職 
（参考値） 部長相当職 課長相当職  

役職人数 703 人 1,588 人 2,291 人  1,347 人 
 うち男性 655 人 1,347 人 2,002 人  890 人 
 うち女性 48 人 241 人 289 人  457 人 
各役職に占める 
女性の割合 6.8％ 15.2％ 12.6％  33.9％ 

 
 
【参考：山形市役所管理職における女性職員の割合】 

 平成 30 年度 平成 31 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 
管理職総数 191 人 193 人 200 人 226 人 
うち女性 39 人 38 人 42 人 44 人 
女性割合 20.4％ 19.7％ 21.0％ 19.5％ 

     山形市では、女性管理職の割合 30％以上（令和 6 年度）を女性活躍推進法の特定事業主

行動計画（第 3 期あったか家族応援プログラム）の目標の一つとして設定し、女性職員の

キャリア形成を支援するとともに、女性職員の職域の拡大及び管理・監督者への登用を推

進しています。 
 
 
  

資料：「山形市男女共同参画に関する事業所の意識及び実態調査」 
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指標９ 

 山形市自主防災組織連絡協議会 

 及び市が主催する防災講習会等 

 の女性参加者比率 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

2.5％ 43.8％ 
（令和元年度） 30％以上 〇 

指標の説明：山形市自主防災組織連絡協議会及び市が主催する防災講習会等における女性参加者の 
割合 

（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  
：計画時と変わらず目標値に達していない  

【評価】 
 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止により防災講習会が中止となったため、令和

元年度の数値を採用します。 
激甚化する災害に備え、自主防災組織の育成強化と男女共同参画の推進を図ってまいります。 
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指標１０ 

 男性の育児休業取得率 

（事業所） 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

4.4％ 20.9％ 
（令和元年度調査） 13％以上 〇 

指標の説明：山形市内事業所における男性従業員の育児休業取得率 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  

：計画時と変わらず目標値に達していない  
【評価】 
 現状値は令和元年度に調査した数値で、令和 2 年度は未調査のため、前回評価と同じになります。 
→男性の育児休業取得率は、前回調査から大幅に増加して 20.9％となり、目標を達成しました。 

引き続き、国・県・関係機関と連携し、事業所に対してワーク・ライフ・バランスや男性の家事・ 
育児・介護等への参画に関する啓発を行ってまいります。 

 
【参考：男性の育児休業取得率】 

   平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 
山形市役

所 
対象者数 52 人 42 人 42 人 47 人 
取得者数 5 人 10 人 16 人 12 人 

育児休業取得率 9.6％ 23.8％ 38.1％ 25.5％ 
国家公務員 10.0％ 12.4％ 16.4％  
民間企業育児休業取得率 (全
国) 5.14％ 6.16％ 7.48％  

 
資料：山形市役所…職員課調査 

民間企業・国家公務員 
…内閣府男女共同参画局「第 5 次男女共同参画計画における成果目標の動向」 

 
     山形市では、職員のワーク・ライフ・バランスを推進する「あったか家族応援プログラ

ム」を策定しており、令和 6 年度の目標値を 13%に設定して、育児休業等を取得しやすい

職場環境づくりを推進しています。 

目標Ⅲ 多様な生き方を選択できる環境の実現 

 
少子高齢化の進行や核家族の増加などによって、家族の姿やライフスタイルの多様化が進ん

でいます。 
だれもが、固定的な性別役割分担意識にとらわれることなく、人生の各段階に応じて、仕事

や家庭生活、地域・社会活動、個人の自己啓発など様々な活動について、自らが希望するバラ

ンスで展開できるワーク・ライフ・バランスの推進と、多様な働き方、多様な考え方、多様な

性、多様な生き方を互いに認め合い、尊重できる社会についての意識啓発を図ります。 
また、目標Ⅲの基本方針１及び基本方針 2 の一部を「山形市職業生活における女性活躍推進

計画」と位置づけ、職業生活を営む、または営もうとする女性の職業生活における活躍を推進

します。 
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指標１１ 

 男性も育児・介護休業が取れる 

 ことは賛成だが、実際は 

 取りづらいと思う人の割合 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

76.0％ 69.6％ 
（令和元年度調査） 50%以下  

指標の説明：男性も育児・介護休業を取ることには賛成だが、実際は取りづらいと感じる人の割合 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  
       ：計画時と変わらず目標値に達していない  
【評価】 
 現状値は令和元年度に調査した数値で、令和 2 年度は未調査のため、前回評価と同じになります。 
→令和元年度の調査では、数値の改善は見られたものの、目標には達しませんでした。育児休業取 
得割合が増加しているものの、「職場に取りやすい雰囲気がない」「社会全体の認識が十分にない」 
との理由から取りづらいと感じる人は多いようです。 

育児・介護休業を取得しやすい職場環境の整備に向けて、引き続きイクボス制度やワーク・ライ 
フ・バランス等に関する啓発を行ってまいります。 
 
指標１２ 

 男性の１日平均家事時間０分の 

 割合 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

24.9％ 3.6％ 
(令和元年度調査) 10%以下 〇 

指標の説明：山形市の男性の１日平均家事時間０分の割合 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  
       ：計画時と変わらず目標値に達していない  
【評価】 
 現状値は令和元年度に調査した数値で、令和 2 年度は未調査のため、前回評価と同じになります。 
→男性の１日平均家事時間 0 分の割合については、前回調査から 20.3 ポイントと大きく減少し、目

標を達成しています。女性の家事時間は、平日 1 日あたり 2 時間以上と答えた割合が 69.7％と、男

性の 34.1％に比べて女性の家事・育児・介護等の負担が大きいことが見て取れました。 
引き続き、国・県・関係機関と連携し、ワーク・ライフ・バランスや男性の家事・育児・介護等 

への参画に関する啓発を行ってまいります。 
 
【参考：平日 1 日平均の家事時間・男女別】 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.4%

6.4%

22.0%

49.9%

14.5%

4.2%

1.1% 0.6% 30分未満

30分～1時間

1時間～2時間4時間～6時間

2時間～4時間

6時間～8時間

8時間以上 無回答
3.6%

7.3%

16.4%

35.0%

28.2%

4.1%

0.9%

0.9% 3.6% 0分
30分未満

30分～1時間

1時間～2時間

2時間～4時間

4時間～6時間

6時間～8時間

8時間以上 無回答

女性 男性 

資料：「山形市男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査」 
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指標１３ 
 

 男性向け講座実施回数 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 

（令和 2 年度） 
目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

2 回 4 回 年 2 回以上 〇 

指標の説明：男女共同参画センターで実施した男性向け講座の回数 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  
       ：計画時と変わらず目標値に達していない  
【評価】 
 令和 2 年度は、イクメン・カジメン・イクジイ講座を 2 回、企業向け出前講座を 2 回実施しまし

た。男性が参加しやすい日時等を考慮しながら、男性の家事・育児・介護等への参画とワーク・ライ

フ・バランスの推進に向けた講座を実施してまいります。 
 
 
指標１４ 
 

 病児・病後児保育実施か所数 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 

（令和 2 年度） 
目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

3 か所 6 か所 5 か所 〇 

指標の説明：病児保育、病後児保育を実施している園の数 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  
       ：計画時と変わらず目標値に達していない  
【評価】 
 現在、病児保育 1 か所、病後児保育 4 か所、病児・病後児保育 1 か所の合計 6 か所で病児・病後

児保育を実施し、目標を達成しています。 
 

【参考：病児保育、病後児保育実施園一覧】 
施設名 種別 備考 

山形済生病院病児保育所 おひさまルーム 病児 定員 3 名 

キンダーこども園 病後児 定員 4 名 

はやぶさ保育園 病後児 定員 3 名 

キンダー南館こども園 病後児 定員 4 名 

さくら保育園 病後児 定員 3 名 

市立病院済生館 ひなたぼっこ 病児・ 
病後児 

定員 6 名 
(病児・病後児 各 3 名) 
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指標１５ 
 

 働く女性の講座実施回数 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 

（令和 2 年度） 
目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

3 回 4 回 年 3 回以上 〇 

指標の説明：男女共同参画センターで実施した働く女性を対象とした講座の回数 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  
       ：計画時と変わらず目標値に達していない  
【評価】 
 働く女性の講座は、4 回実施し目標を達成しました。 

女性の職業能力の向上と、再就職を希望する女性への支援等のため、引き続き、講座回数を確保

し実施してまいります。 
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指標１６ 
 

 ＤＶ防止講座実施回数 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 

（令和 2 年度） 
目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

4 回 6 回 年 4 回以上 〇 

指標の説明：男女共同参画センターで実施した DV 防止講座（出前講座含む）の回数 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  
       ：計画時と変わらず目標値に達していない  
【評価】 
 男女共同参画センターでの DV 防止講座を 3 回、小・中学生向け出前講座「いのちの学習」を 3
校で実施し、目標を達成しています。若年層に向けた啓発の重要性が高まっている現状を踏まえて、

引き続き、出前講座実施校の確保と、関係機関等との連携を図ってまいります。 
 
 
指標１７ 

 ＤＶ相談窓口を知っている人の 

 割合 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

69.5％ 73.8％ 
(令和元年度調査) 80%以上  

指標の説明：男女共同参画課及び男女共同参画センターで実施した働く女性を対象とした講座の回数 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  
       ：計画時と変わらず目標値に達していない  
【評価】 
 現状値は令和元年度に調査した数値で、令和 2 年度は未調査のため、前回評価と同じになります。 
→DV 相談窓口を知っている人の割合は、前回調査より増加したものの、73.8％で目標には達してい

ません。市施設の他、市内商業施設等（30 か所）にも相談窓口を記載したカードの設置を依頼し、

相談窓口の周知に努めています。 

目標Ⅳ 人権が尊重され、男女間の暴力のない社会の実現 

 

配偶者・パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、ストーカー行為などの暴力は、重大な人権

侵害であり、人間としての尊厳を傷つける行為です。市民への意識・実態調査では、配偶者や交

際相手からの暴力の被害者の多くは女性であるものの、男性の被害者も存在しており、性別や年

代を問わず、市民全体にかかわる大きな問題であることが分かります。 

 山形市では、プランの目標Ⅳを「山形市 DV 防止基本計画」と位置づけ、配偶者等に対する暴

力の根絶に向けた啓発と被害者支援及び相談機関の連携強化に取り組みます。 
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指標１８ 

 ＤＶ被害を相談した人の割合 
計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

30.4％ 20.7％ 
(令和元年度調査) 50%以上  

指標の説明：DV 被害経験ありと答えた人の割合から、「どこにも相談しなかった」「無回答」を 
      除いた人の割合 
（達成状況）〇：目標値達成   ：計画時より目標値に近づいた   ：計画時より目標値から遠ざかった  
       ：計画時と変わらず目標値に達していない 
【評価】 
現状値は令和元年度に調査した数値で、令和 2 年度は未調査のため、前回評価と同じになります。 
DV 被害の相談状況は、前回調査よりも下がり目標から遠ざかりました。相談窓口の認知状況は改

善してきていますので、被害者やその周囲の人々が安心して相談できるよう、各相談窓口の一層の

周知と、相談担当者の資質向上に努めます。 
 
【参考：配偶者からの被害を相談した人の割合と相談窓口の認知度】 

  山形市 全国 
（平成 29 年） 平成 26 年 令和元年 

被害を相談した人の割合 
女性 33.5％ 25.7％ 57.6％ 
男性 23.1％ 10.7％ 26.9％ 

相談窓口の認知度 
女性 70.4％ 75.8％ 73.7％ 
男性 68.8％ 70.5％ 69.2％ 

  
    資料：山形市…「山形市男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査」 

全国…内閣府男女共同参画局「第 4 次男女共同参画計画における成果目標の動向」 
 
【参考：相談しなかった理由（抜粋）】 
 
  
  

（％） 

資料：「山形市男女共同参画に関する市民の意識及び実態調査」 

21.0 

34.6 

33.3 

34.6 

50.6 

12.8 

19.1 

29.8 

44.7 

66.0 

18.6 

29.5 

32.6 

38.0 

55.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

自分さえ我慢すればいいと思ったから

相談しても無駄だと思ったから

自分にも悪いところがあるから

相談するほどのことではないと思ったから

全体

男

女
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 数値目標を設定しないモニタリング指標  
 

 
 

 

 山形市におけるＤＶ相談件数 

計画時 

（平成 26 年度） 
現状値 

（令和 2 年度） 
目標値 

（令和 3 年度） 
達成 

状況 

426 件 320 件    

指標の説明：山形市の窓口で受付したＤＶ相談の延べ件数 
  

 山形市におけるＤＶ相談件数は、高い水準で推移しています。 
一人ひとりの人権意識を高め、暴力を容認しない社会的風土を醸成し、若年層を始め、あらゆる

年齢層を対象とした予防啓発と教育・学習の充実に取り組みます。  
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○ まとめ ○ 

 
平成28年に策定した第3次「いきいき山形男女共同参画プラン」が令和2年度に終了することに

伴い、近年の法制度改正や社会情勢の変化等に対応した第4次「いきいき山形男女共同参画プラ

ン」を策定すべく、令和元年度に市民・事業所の意識調査を実施するなど、令和3年3月のプラン

策定に向け、準備を進めてまいりましたが、 
・新型コロナウイルス感染症対策による新たな日常を踏まえた柔軟な働き方の可能性や女性の活

躍推進に対応した計画とするためには、充分な検討を要すること 
・幅広く意見を伺いながら進める必要があること 
・国の「第5次男女共同参画基本計画」及び県の新しい「山形県男女共同参画計画」が令和2年度

策定であり、国や県の動向及び方向性との整合を図るには同時進行ではなく、国や県の計画を踏

まえたうえでの計画策定が望ましいこと 
以上の理由から、令和2年度～令和3年度にかけて内容を検討することとし、策定時期を令和3

年3月から令和4年3月に変更させていただきました。 
 
令和２年度は、18項目の成果指標のうち、目標を達成した指標が9項目、計画時より目標値に

近づいた指標が4項目、目標から遠ざかった指標が5項目となりました。 
目標を達成することができた指標については、成果として捉え、さらに伸ばすよう努めてまい

ります。目標を達成することができなかった指標については、課題として捉え、社会状況の変化

による新たな課題とともに、次期計画において課題を解決できるよう取り組んでまいります。 
 
令和3年度は、第3次「いきいき山形男女共同参画プラン」の最終年度となります。今回の調査

結果を踏まえながら、プラン目標である「男女共同参画のまち山形」の実現に向け、さらなる事

業の充実を図ってまいります。 
 
 

○ 令和２年度進捗状況報告 ○ 
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目標 事務事業数

1
（１） 男女共同参画への理解を広げる啓発活動の充実 4

（２）
性別による固定的役割分担意識と社会慣行の
見直し 3

（３） 世界の男女共同参画に関する理解の促進 1

2
（１） 家庭における男女共同参画意識の啓発 4

（２）
子どもたちの男女共同参画意識を育む教育の
推進 13

（３） 社会における男女共同参画意識の啓発 3

1
（１）

政策や方針の意思決定過程での男女共同参画の
推進 5

（２）
企業や団体等の方針決定の場での男女共同参画
の促進 3

（３） 女性のエンパワーメントへの支援 4

2
（１） 地域活動における男女共同参画の促進 7

（２） 地域防災活動における男女共同参画の推進 4

1
（１）

雇用・就労における男女の均等な機会と待遇の
確保 7

（２） 職場における男女共同参画に関する教育の推進 4

（３） 女性の能力発揮促進のための支援 7

2
（１） ワーク・ライフ・バランスに関する意識啓発の推進 5

（２） 多様な働き方に対応した環境の整備促進 10

（３）
高齢者・障がい者・ひとり親・外国人・様々な困難を
抱える女性等が自分らしく暮らせる環境の整備促進 11

3
（１）

リプロダクティブ・ヘルス／ライツについての意識の
浸透 5

（２） 生涯を通じた健康保持増進対策の推進 7

1
（１）

暴力の根絶についての啓発と再発防止に向けた
取組みの推進 7

（２） 若年層に対する啓発活動の実施 4

2
（１） 安心して相談できる体制の整備 5

（２） ＤＶ被害者への支援 16

139

男女の互いの性への
理解と、生涯にわた
る健康づくりを推進し
ます

５　令和２年度事務事業実施状況及び
　　令和３年度取組み（予定）事務事業の報告について

（１）事務事業実施状況一覧

基本方針

Ⅰ　男女共同参画
　　意識の確立

男女共同参画意識の
高揚に向けた啓発を
行います

男女共同参画意識を
育む教育・学習の充
実を図ります

Ⅳ　人権が尊重され
　　男女間の暴力の
　　ない社会の実現

男女間の暴力の根絶
に向けた意識づくりを
促進します

ＤＶ相談体制の強化
と被害者支援の充実
を図ります

合計

Ⅱ　あらゆる分野で
　　の男女共同参
　　画の実現

政策・方針の意思決
定の過程での男女共
同参画を推進します

地域社会における男
女共同参画を推進し
ます

Ⅲ　多様な生き方を
　　選択できる環境
　　の実現

働く場における男女
共同参画を推進しま
す

仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バラ
ンス）を促進します
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1
3

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
の

高
揚
に

向
け
た

啓
発
を

行
い
ま

す

男
女
共

同
参
画

へ
の
理

解
を
広

げ
る
啓

発
活
動

の
充
実

多
様
な

媒
体
を

通
じ
た

広
報
・

啓
発
活

動
の
推

進

・
広
報
や

ま
が
た

、
テ
レ

ビ
広
報

、
ラ
ジ

オ
広
報
な

ど
　

で
の
積

極
的
広

報
・

広
報
や
ま

が
た
へ

の
掲
載

、
テ
レ

ビ
広
報

番
組
・

ラ
ジ

オ
広
報

番
組
の

放
送

―
・

広
報
や

ま
が
た
・

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

・
S
NS

へ
の

掲
載

、
テ
レ

ビ
広
報
番

組
・
ラ

ジ
オ
広

報
番
組

の
放
送

・
時

期
と
内

容
に
つ

い
て
調

整
し
な

が
ら
、

随
時
効

果
的
な

情
報
発

信
を
行

う
。

広
報

課

1
1

1
3

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
の

高
揚
に

向
け
た

啓
発
を

行
い
ま

す

男
女
共

同
参
画

へ
の
理

解
を
広

げ
る
啓

発
活
動

の
充
実

多
様
な

媒
体
を

通
じ
た

広
報
・

啓
発
活

動
の
推

進

・
広
報
や

ま
が
た

、
テ
レ

ビ
広
報

、
ラ
ジ

オ
広
報
な

ど
　

で
の
積

極
的
広

報
・

男
女
共

同
参
画

情
報
紙

に
よ
る

啓
発

・
各

講
座
募

集
等
に

つ
い
て

の
広
報

を
、
チ

ラ
シ
の

ほ
か

、
広
報

や
ま
が

た
、
山

形
市
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
、

テ
レ

ビ
広
報

、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど

を
利
用

し
て
実

施
し

た
。

・
市

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

に
男
女

共
同
参

画
セ
ン

タ
ー
情

報
紙

「
フ
ァ

ー
ラ
」

を
掲
載

し
、
広

報
し
た

。
ま

た
、

登
録
団

体
の
ほ

か
関
係

機
関
等

へ
送
付

し
啓
発

を
図

っ
た
。

―

・
各
講
座

募
集
に
つ

い
て
の

広
報
を

、
チ
ラ

シ
の
ほ

か
、
広
報

や
ま
が
た

、
山
形

市
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
な
ど

を
利
用
し

て
実
施
す

る
。

・
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

に
男
女

共
同
参

画
情
報

紙
「

フ
ァ
ー

ラ
」
を
掲

載
し
、

広
報
す

る
。
ま

た
、
登

録
団
体
の

ほ
か
関
係

機
関
等

へ
送
付

し
啓
発

を
図

る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

1
1

2
1

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
の

高
揚
に

向
け
た

啓
発
を

行
い
ま

す

性
別
に

よ
る
固

定
的
役

割
分
担

意
識
と

社
会
慣

行
の
見

直
し

男
女
の

意
識
改

革
の
促

進
・

様
々
な

機
会
に

お
け
る

固
定
的

性
別
役

割
分
担
意

識
　

の
見
直

し
の
促

進
全

庁

1
1

2
1

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
の

高
揚
に

向
け
た

啓
発
を

行
い
ま

す

性
別
に

よ
る
固

定
的
役

割
分
担

意
識
と

社
会
慣

行
の
見

直
し

男
女
の

意
識
改

革
の
促

進
・

男
女
の

意
識
改

革
を
促

進
す
る

講
座
等

の
充
実

・
男

女
共
同

参
画
に

関
す
る

講
座
を

4
3
回
実

施
し

た
。

　
※

新
型
コ

ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス

感
染
拡

大
防
止

の
た

め
、

予
定
し

て
い
た

講
座
の

う
ち
、

自
主
企

画
講
座
2

回
を

中
止
し

た
。
　

（
受
講

者
数
計

8
7
6
名

）

1
,4
0
2
・

男
女
共

同
参
画
に

関
す
る

講
座
を

4
5
回
以

上
実
施

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

1
1

2
2

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
の

高
揚
に

向
け
た

啓
発
を

行
い
ま

す

性
別
に

よ
る
固

定
的
役

割
分
担

意
識
と

社
会
慣

行
の
見

直
し

男
女
共

同
参
画

の
視
点

に
立
っ

た
表
現

の
浸
透

・
メ
デ
ィ

ア
な
ど

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
の
視
点

を
　

尊
重
し

た
表
現

の
促
進

・
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
等

を
窓
口

や
市
役

所
１
階

の
刊
行

物
コ

ー
ナ
ー

に
設
置

し
、
配

布
を
行

っ
た
。

―
・

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等

を
窓
口

や
市
役

所
１
階

の
刊
行

物
コ
ー
ナ

ー
に
設
置

し
、
配

布
を
行

う
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

1
1

3
1

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
の

高
揚
に

向
け
た

啓
発
を

行
い
ま

す

世
界
の

男
女
共

同
参
画

に
関
す

る
理
解

の
促
進

世
界
の

男
女
共

同
参
画

に
対
す

る
理
解

の
促
進

・
男
女
共

同
参
画

セ
ン
タ

ー
に
お

け
る
世

界
の
男
女

共
　

同
参
画

に
関
す

る
学
習

機
会
の

提
供

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
世

界
の
男

女
共

同
参
画

（
ジ
ェ

ン
ダ
ー

を
題
材

に
日
本

と
欧
米

諸
国

の
女
性

議
員
数

の
差
な

ど
を
デ

ー
タ
を

も
と
に

学
習

）
に
関

す
る
情

報
を
取

り
入
れ

た
講
座

を
実
施

し
た
。

・
世
界
の

男
女
共
同

参
画
に

関
す
る

情
報
を

取
り
入

れ
た
講
座

を
実
施
す

る
。
（

回
数
等

未
定
）

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

1
2

1
1

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

家
庭
に

お
け
る

男
女
共

同
参
画

意
識
の

啓
発

男
女
共

同
参
画

の
視
点

に
立
っ

た
家
庭

教
育
講

座
の
推

進

・
男
女
平

等
の
内

容
、
視

点
を
取

り
入
れ

た
家
庭
教

育
　

講
座
の

実
施

・
公

民
館
が

実
施
す

る
社
会

教
育
事

業
に
お

い
て
、

男
女

平
等
の

視
点
を

取
り
入

れ
た
家

庭
教
育

関
連
事

業
を

実
施
し

た
。

5
事
業

　
9
講

座
　
1
3
7人

8
7
・

男
女
平

等
の
内
容

、
視
点

を
取
り

入
れ
た

家
庭
教

育
講
座
を

実
施
す
る

。
・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

社
会

教
育

青
少
年

課

1
2

1
1

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

家
庭
に

お
け
る

男
女
共

同
参
画

意
識
の

啓
発

男
女
共

同
参
画

の
視
点

に
立
っ

た
家
庭

教
育
講

座
の
推

進

・
男
女
平

等
の
内

容
、
視

点
を
取

り
入
れ

た
家
庭
教

育
　

講
座
の

実
施

・
男

女
共
同

参
画
に

関
す
る

講
座
を

4
3
回
実

施
し

た
。

　
※

新
型
コ

ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス

感
染
拡

大
防
止

の
た

め
、

予
定
し

て
い
た

講
座
の

う
ち
、

自
主
企

画
講
座
2

回
を

中
止
し

た
。
　

（
受
講

者
数
計

8
7
6
名

）

1
,4
0
2
・

男
女
共

同
参
画
に

関
す
る

講
座
を

4
5
回
以

上
実
施

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

（
２

）
令

和
２

年
度

実
施

事
務

事
業

及
び

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
第

３
次

位
置
付

目
標

基
本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
施
策

計
画

の
事

務
事

業
内
容

令
和

２
年

度
実

施
事

務
事

業

令
和

２
年

度
執

行
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
今

後
に

向
け

て
の

取
組

み
担

当
課
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第
３
次

位
置
付

目
標

基
本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
施
策

計
画

の
事

務
事

業
内
容

令
和

２
年

度
実

施
事

務
事

業

令
和

２
年

度
執

行
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
今

後
に

向
け

て
の

取
組

み
担

当
課

1
2

1
2

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

家
庭
に

お
け
る

男
女
共

同
参
画

意
識
の

啓
発

家
庭
教

育
に
関

す
る
情

報
の
提

供
と
相

談
事
業

の
充
実

・
小
学
生

向
け
男

女
共
同

参
画
資

料
の
作

成
・
配
布

・
小

学
生
向

け
男
女

共
同
参

画
学
習

資
料
「

き
ら
り

か
が

や
い
て

」
、
教

師
用
「

活
用
に

向
け
て

」
を
印

刷
し

、
児
童

お
よ
び

教
職
員

に
配
布

し
た
。

（
対

象
：

市
内
小

学
校
２

・
４
・

６
年
生

（
２
年

生
２
，

４
０

０
部
、

４
年
生

２
，
６

０
０
部

・
６
年

生
２
，

６
０

０
部
、

活
用
に

む
け
て

６
０
０

部
）
）

36
9
・

小
学
生

向
け
男
女

共
同
参

画
学
習

資
料
「

き
ら
り

か
が
や
い

て
」
、
教

師
用
「

活
用
に

向
け
て

」
を
印

刷
し
、
児

童
お
よ
び

教
職
員

に
配
布

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

1
2

1
2

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

家
庭
に

お
け
る

男
女
共

同
参
画

意
識
の

啓
発

家
庭
教

育
に
関

す
る
情

報
の
提

供
と
相

談
事
業

の
充
実

・
男
女
共

同
参
画

セ
ン
タ

ー
に
お

け
る
相

談
事
業
の

　
充
実

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
女

性
カ
ウ

ン
セ

ラ
ー
に

よ
る
一

般
相
談

、
弁
護

士
に
よ

る
法
律

相
談

、
助
産

師
に
よ

る
女
性

の
思
春

期
か
ら

更
年
期

ま
で

の
相
談

等
を
実

施
し
た

。
（
相

談
件
数

：
６
３

３
件
）

2
,4
5
8
・

女
性
カ

ウ
ン
セ
ラ

ー
に
よ

る
一
般

相
談
、

弁
護
士

に
よ
る
法

律
相
談
、

助
産
師

に
よ
る

女
性
の

思
春
期

か
ら
更
年

期
ま
で
の

相
談
等

を
実
施

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

1
2

2
1

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

子
ど
も

た
ち
の

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
の
推

進

男
女
共

同
参
画

の
視
点

に
立
っ

た
教
育

の
実
施

・
学
校
で

の
あ
ら

ゆ
る
教

育
活
動

に
お
け

る
男
女
平

等
　

の
推
進

・
学

校
の
教

育
活
動

全
体
を

通
し
て

、
男
女

が
互
い

に
尊

重
し
合

い
、
公

正
な
考

え
や
判

断
の
下

、
平

等
・

対
等
な

立
場
で

交
流
が

で
き
る

よ
う
に

指
導
し

て
い

る
。

-

・
学
校
の

教
育
活
動

全
体
を

通
し
て

、
男
女

が
互
い

に
尊
重
し

合
い
、
公

正
な
考

え
や
判

断
の
下

、
平

等
・
対
等

な
立
場
で

交
流
が

で
き
る

よ
う
に

指
導
す

る
。

・
校

長
会
、

教
頭
会

等
で
指

導
す
る

。
学

校
教

育
課

1
2

2
1

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

子
ど
も

た
ち
の

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
の
推

進

男
女
共

同
参
画

の
視
点

に
立
っ

た
教
育

の
実
施

・
小
学
校

向
け
男

女
共
同

参
画
学

習
資
料

「
き
ら
り

　
か
が
や

い
て
」

、
教
師

用
「
活

用
に
向

け
て
」
の

　
活
用

・
小

学
校
向

け
男
女

共
同
参

画
資
料

活
用
に

つ
い
て

推
奨

し
て
い

る
。

-
・

小
学
校

向
け
男
女

共
同
参

画
資
料

活
用
に

つ
い
て

推
奨
す
る

。
・
文

書
等
で

働
き
か

け
る
。

学
校

教
育
課

1
2

2
1

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

子
ど
も

た
ち
の

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
の
推

進

男
女
共

同
参
画

の
視
点

に
立
っ

た
教
育

の
実
施

・
小
学
生

向
け
男

女
共
同

参
画
資

料
の
作

成

・
小

学
生
向

け
男
女

共
同
参

画
学
習

資
料
「

き
ら
り

か
が

や
い
て

」
、
教

師
用
「

活
用
に

向
け
て

」
を
印

刷
し

、
児
童

お
よ
び

教
職
員

に
配
布

し
た
。

（
対

象
：

市
内
小

学
校
２

・
４
・

６
年
生

（
２
年

生
２
，

４
０

０
部
、

４
年
生

２
，
６

０
０
部

・
６
年

生
２
，

６
０

０
部
、

活
用
に

む
け
て

６
０
０

部
）
）

36
9
・

小
学
生

向
け
男
女

共
同
参

画
学
習

資
料
「

き
ら
り

か
が
や
い

て
」
、
教

師
用
「

活
用
に

向
け
て

」
を
印

刷
し
、
児

童
お
よ
び

教
職
員

に
配
布

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

1
2

2
1

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

子
ど
も

た
ち
の

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
の
推

進

男
女
共

同
参
画

の
視
点

に
立
っ

た
教
育

の
実
施

・
「
男
女

共
同
参

画
に
関

す
る
作

品
」
へ

の
協
力

・
「

男
女
共

同
参
画

に
関
す

る
作
品

」
募
集

に
協
力

し
て

い
る
。

-
・

「
男
女

共
同
参
画

に
関
す

る
作
品

」
募
集

に
協
力

す
る
。

・
文

書
等
で

働
き
か

け
る
。

学
校

教
育
課

1
2

2
1

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

子
ど
も

た
ち
の

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
の
推

進

男
女
共

同
参
画

の
視
点

に
立
っ

た
教
育

の
実
施

・
「
男
女

共
同
参

画
に
関

す
る
作

品
」
の

募
集

・
「

男
女
共

同
参
画

に
関
す

る
作
品

」
を
募

集
す
る

予
定

で
あ
っ

た
が
、

新
型
コ

ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス

感
染
症

対
策

と
し
て

実
施
し

た
小
・

中
・
高

等
学
校

の
長
期

休
校

、
大
学

の
対
面

授
業
中

止
等
に

よ
る
影

響
を
鑑

み
、

令
和
２

年
度
の

事
業
を

中
止
と

し
た
。

―
・

「
男
女

共
同
参
画

に
関
す

る
作
品

」
を
募

集
し
、

表
彰
す
る

。
・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

1
2

2
2

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

子
ど
も

た
ち
の

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
の
推

進

性
別
に

と
ら
わ

れ
な
い

教
育
活

動
の
推

進

・
市
立
保

育
園
・

児
童
館

に
お
け

る
男
女

混
合
名
簿

　
の
実
施

市
立

保
育
園

・
児
童

館
に
お

い
て
男

女
混
合

名
簿
の

作
成

や
、
男

女
別
の

習
慣
や

イ
メ
ー

ジ
に
と

ら
わ
れ

な
い

保
育
の

展
開
、

教
材
の

使
用
を

推
奨
し

た
。

-
継

続
し
て

実
施
す
る

。
継
続

し
て
実

施
す
る

。
こ

ど
も

未
来

課

1
2

2
2

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

子
ど
も

た
ち
の

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
の
推

進

性
別
に

と
ら
わ

れ
な
い

教
育
活

動
の
推

進

・
性
別
に

と
ら
わ

れ
ず
、

生
徒
の

能
力
や

個
性
を
生

　
か
し
た

進
路
指

導
の
充

実

性
別

に
と
ら

わ
れ
ず

、
色
々

な
あ
そ

び
や
体

験
を
通

し
、

一
人
ひ

と
り
の

発
達
を

考
慮
し

な
が
ら

豊
か
な

感
性

を
育
て

て
い
る

。
-
継

続
し
て

実
施
す
る

。
継
続

し
て
実

施
す
る

。
こ

ど
も

未
来

課

1
2

2
2

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

子
ど
も

た
ち
の

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
の
推

進

性
別
に

と
ら
わ

れ
な
い

教
育
活

動
の
推

進

・
性
別
に

と
ら
わ

れ
ず
、

生
徒
の

能
力
や

個
性
を
生

　
か
し
た

進
路
指

導
の
充

実
・

各
小
・

中
学
校

の
実
態

に
応
じ

、
可
能

な
も
の
か

　
ら
男
女

混
合
名

簿
を
実

施

・
性

別
に
と

ら
わ
れ

ず
、
一

人
ひ
と

り
の
発

達
を
考

慮
し

な
が
ら

豊
か
な

感
性
を

育
て
て

い
る
。

・
男

女
混
合

名
簿
に

関
す
る

調
査
を

行
い
、

導
入
を

促
し

て
い
る

。

-
・

継
続
し

て
実
施
す

る
。

・
校

長
会
、

教
頭
会

と
の
連

携
に
努

め
る
。

学
校

教
育
課

23



第
３
次

位
置
付

目
標

基
本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
施
策

計
画

の
事

務
事

業
内
容

令
和

２
年

度
実

施
事

務
事

業

令
和

２
年

度
執

行
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
今

後
に

向
け

て
の

取
組

み
担

当
課

1
2

2
3

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

子
ど
も

た
ち
の

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
の
推

進

保
育
士

・
教
職

員
を
対

象
と
し

た
男
女

共
同
参

画
を
深

め
る
研

修
の
実

施

・
保
育
園

、
児
童

館
職
員

を
対
象

と
し
た

男
女
平
等

　
の
理
解

を
深
め

る
研
修

の
実
施

男
女

平
等
の

子
育
て

、
男
女

平
等
の

保
育
内

容
に
つ

い
て

各
職
員

で
話
合

う
な
ど

園
内
研

修
を
行

っ
た
。

-
継

続
し
て

実
施
す
る

。
継
続

し
て
実

施
す
る

。
こ

ど
も

未
来

課

1
2

2
3

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

子
ど
も

た
ち
の

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
の
推

進

保
育
士

・
教
職

員
を
対

象
と
し

た
男
女

共
同
参

画
を
深

め
る
研

修
の
実

施

・
教
職
員

を
対
象

と
し
た

男
女
平

等
の
理

解
を
深
め

る
　

研
修
の

実
施

・
校
長
会

・
教
頭

会
と
の

連
携
強

化

・
校

長
会
、

教
頭
会

と
連
携

し
、
教

職
員
に

対
す
る

男
女

平
等
教

育
を
推

進
し
て

い
る
。

・
市

小
中
学

校
教
頭

合
同
研

修
会
に

お
い
て

、
「
Ｌ

Ｇ
Ｂ

Ｔ
の
児

童
生
徒

へ
の
対

応
」
に

つ
い
て

の
研
修

を
実

施
し
た

。

-
・

校
長
会

、
教
頭
会

と
連
携

し
、
教

職
員
に

対
す
る

男
女
平
等

教
育
を
推

進
す
る

。

・
校

長
会
、

教
頭
会

と
の
連

携
に
努

め
る
。

・
校

長
会
、

教
頭
会

で
指
導

す
る
。

学
校

教
育
課

1
2

2
4

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

子
ど
も

た
ち
の

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
の
推

進

保
護
者

を
対
象

と
し
た

男
女
共

同
参
画

の
理
解

の
促
進

・
保
育
園

、
児
童

館
か
ら

保
護
者

に
向
け

た
男
女
共

同
　

参
画
に

関
す
る

情
報
の

提
供

・
保
護
者

に
対
す

る
啓
発

の
促
進

・
保

護
者
懇

談
会
や

個
人
面

談
等
の

中
で
男

女
平
等

に
つ

い
て
考

え
る
話

題
や
情

報
を
提

案
し
た

。
・

園
だ
よ
り

、
ク
ラ

ス
だ
よ

り
等
の

お
便
り

や
送
迎

時
を

利
用
し

て
理
解

の
促
進

に
努
め

た
。

-
継

続
し
て

実
施
す
る

。
継
続

し
て
実

施
す
る

。
こ

ど
も

未
来

課

1
2

2
4

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

子
ど
も

た
ち
の

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
の
推

進

保
護
者

を
対
象

と
し
た

男
女
共

同
参
画

の
理
解

の
促
進

・
保
育
園

、
児
童

館
か
ら

保
護
者

に
向
け

た
男
女
共

同
　

参
画
に

関
す
る

情
報
の

提
供

・
保
護
者

に
対
す

る
啓
発

の
促
進

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
実
施

す
る
子

育
て

に
関
す

る
講
座

に
つ
い

て
、
保

育
園
、

幼
稚
園

等
へ

チ
ラ
シ

を
送
付

し
、
情

報
提
供

を
行
っ

た
。

―
・

子
育
て

に
関
す
る

講
座
に

つ
い
て

、
保
育

園
、
幼

稚
園
等
へ

チ
ラ
シ
を

送
付
し

、
情
報

提
供
を

行
う
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

1
2

2
4

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

子
ど
も

た
ち
の

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
の
推

進

保
護
者

を
対
象

と
し
た

男
女
共

同
参
画

の
理
解

の
促
進

・
家
庭
教

育
資
料

の
市
の

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載

・
保
護
者

に
対
す

る
啓
発

の
促
進

・
P
T
A
活

動
に

お
け
る

男
女
共

同
参
画

の
促
進

・
保

護
者
、

Ｐ
Ｔ
Ａ

研
修
会

等
で
、

啓
発
活

動
を
進

め
ら

れ
う
よ

う
に
努

め
て
い

る
。

-
・

保
護
者

へ
の
資
料

の
配
付

な
ど
で

、
啓
発

活
動
を

進
め
る
よ

う
に
努
め

る
。

・
教

頭
会
等

で
働
き

か
け
る

。
学

校
教

育
課

1
2

3
1

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

社
会
に

お
け
る

男
女
共

同
参
画

意
識
の

啓
発

地
域
社

会
に
お

け
る
啓

発
の
推

進

・
公
民
館

に
お
け

る
、
市

民
を
対

象
と
し

た
講
座
の

　
実
施

・
公

民
館
が

実
施
す

る
社
会

教
育
事

業
に
お

い
て
、

男
女

共
同
参

画
に
関

す
る
講

座
を
実

施
し
た

。
4
5
事

業
　
6
8
講

座
　

1
,
0
56

人
55

5
・

公
民
館

に
お
け
る

、
市
民

を
対
象

と
し
た

講
座
を

実
施
す
る

。
・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

社
会

教
育

青
少
年

課

1
2

3
1

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

社
会
に

お
け
る

男
女
共

同
参
画

意
識
の

啓
発

地
域
社

会
に
お

け
る
啓

発
の
推

進

・
公
民
館

・
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン

タ
ー
に

お
け
る
、

　
市
民
を

対
象
と

し
た
講

座
の
実

施
・

公
民
館
と

共
催
し

、
地
域

づ
く
り

講
座
を

1
回

実
施

し
た

。
（
受

講
者
3
1
名

）
1
0
・

地
域
づ

く
り
講
座

を
1
回

実
施

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

1
2

3
2

Ⅰ
　
男

女
共
同

参
画
の

意
識
の

確
立

男
女
共

同
参
画

意
識
を

育
む
教

育
・
学

習
の
充

実
を
図

り
ま
す

社
会
に

お
け
る

男
女
共

同
参
画

意
識
の

啓
発

生
涯
学

習
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
の

推
進

・
男
女
共

同
参
画

に
関
す

る
講
座

の
開
催

・
大
学
と

連
携
し

た
男
女

平
等
学

習
の
充

実
・

「
男
女

共
同
参

画
に
関

す
る
作

品
」
の

募
集
及
び

　
表
彰

・
「

男
女
共

同
参
画

に
関
す

る
作
品

」
を
募

集
す
る

予
定

で
あ
っ

た
が
、

新
型
コ

ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス

感
染
症

対
策

と
し
て

実
施
し

た
小
・

中
・
高

等
学
校

の
長
期

休
校

、
大
学

の
対
面

授
業
中

止
等
に

よ
る
影

響
を
鑑

み
、

令
和
２

年
度
の

事
業
を

中
止
と

し
た
。

―
・

「
男
女

共
同
参
画

に
関
す

る
作
品

」
を
募

集
し
、

表
彰
す
る

。
・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

2
1

1
1

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

政
策
・

方
針
の

意
思
決

定
の
過

程
で
の

男
女
共

同
参
画

を
推
進

し
ま
す

政
策
や

方
針
の

意
思
決

定
過
程

で
の
男

女
共
同

参
画
の

推
進

市
政
や

行
政
に

対
す
る

関
心
の

喚
起
と

男
女
共

同
参
画

の
推
進

・
男
女
共

同
参
画

の
ま
ち

づ
く
り

を
推
進

す
る
た
め

、
　

男
女
共

同
参
画

セ
ン
タ

ー
事
業

に
お
け

る
市
民
団

体
　

、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
の

連
携

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
市

民
企
画

講
座

（
市
民

団
体
が

自
主
的

に
企
画

・
運
営

す
る
男

女
共

同
参
画

の
形
成

に
役
立

つ
内
容

の
講
座

へ
市
が

費
用

を
負
担

す
る
）

を
行
っ

た
。
（

５
団
体

５
講

座
、

講
座
受

講
者
：

８
２
名

）
・

男
女
共
同

参
画
に

関
す
る

活
動
を

行
っ
て

い
る
市

民
団

体
等
に

対
し
貸

館
を
行

い
、
市

民
団
体

等
の
活

動
を

支
援
し

た
。
（

件
数
：

７
０
６

件
、
利

用
者
：

４
，

８
４
９

名
）

18
0

・
男
女
共

同
参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
市

民
企
画

講
座
（
市

民
団
体
が

自
主
的

に
企
画

・
運
営

す
る
男

女
共
同
参

画
の
形
成

に
役
立

つ
内
容

の
講
座

へ
市
が

費
用
を
負

担
す
る
）

を
行
う

。
（
５

団
体
５

講
座
予

定
）

・
男
女
共

同
参
画
に

関
す
る

活
動
を

行
っ
て

い
る
市

民
団
体
等

に
対
し
貸

館
を
行

い
、
市

民
団
体

等
の
活

動
を
支
援

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

2
1

1
1

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

政
策
・

方
針
の

意
思
決

定
の
過

程
で
の

男
女
共

同
参
画

を
推
進

し
ま
す

政
策
や

方
針
の

意
思
決

定
過
程

で
の
男

女
共
同

参
画
の

推
進

市
政
や

行
政
に

対
す
る

関
心
の

喚
起
と

男
女
共

同
参
画

の
推
進

・
各
審
議

会
等
の

開
催
に

つ
い
て

の
公
告

・
各
審
議

会
等
議

事
録
の

情
報
公

開
窓
口

で
の
閲
覧

　
及
び
市

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

へ
の
掲

載

・
審

議
会
等

の
会
議

の
開
催

を
広
く

周
知
す

る
た

め
、

会
議
開

催
の
公

告
の
写

し
を
情

報
公
開

窓
口
に

お
い

て
閲
覧

に
供
す

る
と
と

も
に
、

市
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
へ

掲
載
し

た
。
（

開
催
さ

れ
た
会

議
：
延

べ
1
4
6
会

議
）

・
審

議
会
等

の
会
議

結
果
を

周
知
す

る
た
め

、
公
開

し
た

審
議
会

等
の
議

事
録
等

を
情
報

公
開
窓

口
に
お

い
て

閲
覧
に

供
す
る

と
と
も

に
。
市

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

へ
掲

載
し
た

。
（
公

開
し
た

会
議
：

延
べ
6
3
会

議
）

―

・
審
議
会

等
の
会
議

の
開
催

を
広
く

周
知
す

る
た

め
、
会
議

開
催
の
公

告
の
写

し
を
情

報
公
開

窓
口
に

お
い
て
閲

覧
に
供
す

る
と
と

も
に
、

市
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
へ
掲
載

す
る
。

・
審
議
会

等
の
会
議

結
果
を

周
知
す

る
た
め

、
公
開

し
た
審
議

会
等
の
議

事
録
等

を
情
報

公
開
窓

口
に
お

い
て
閲
覧

に
供
す
る

と
と
も

に
、
市

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

へ
掲
載
す

る
。

・
市

民
参
加

に
よ
る

開
か
れ

た
市
政

を
推

進
す

る
た
め

、
継
続

し
て
事

業
を
実

施
す

る
。

市
民

相
談
課

24



第
３
次

位
置
付

目
標

基
本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
施
策

計
画

の
事

務
事

業
内
容

令
和

２
年

度
実

施
事

務
事

業

令
和

２
年

度
執

行
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
今

後
に

向
け

て
の

取
組

み
担

当
課

2
1

1
1

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

政
策
・

方
針
の

意
思
決

定
の
過

程
で
の

男
女
共

同
参
画

を
推
進

し
ま
す

政
策
や

方
針
の

意
思
決

定
過
程

で
の
男

女
共
同

参
画
の

推
進

市
政
や

行
政
に

対
す
る

関
心
の

喚
起
と

男
女
共

同
参
画

の
推
進

・
ま
ち
づ

く
り
活

動
へ
の

女
性
の

関
心
の

喚
起

・
自
治
・

時
事
問

題
に
関

す
る
学

習
事
業

の
充
実

・
議
会
、

審
議
会

へ
の
傍

聴
の
促

進
全

庁

2
1

1
2

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

政
策
・

方
針
の

意
思
決

定
の
過

程
で
の

男
女
共

同
参
画

を
推
進

し
ま
す

政
策
や

方
針
の

意
思
決

定
過
程

で
の
男

女
共
同

参
画
の

推
進

市
の
審

議
会
・

委
員
会

委
員
へ

の
女
性

の
参
画

推
進

・
審
議
会

等
に
お

け
る
女

性
委
員

の
参
画

状
況
調
査

、
　

積
極
的

な
起
用

の
推
進

・
山
形
市

女
性
人

材
バ
ン

ク
の
充

実

・
庁

内
グ
ル

ー
プ
ウ

ェ
ア
文

書
管
理

に
、
女

性
人
材

バ
ン

ク
の
名

簿
の
一

部
を
掲

載
し
、

女
性
人

材
バ
ン

ク
の

活
用
を

推
進
し

た
。
（

紹
介
件

数
：
５

件
）

・
審

議
会
に

お
け
る

女
性
委

員
の
参

画
調
査

を
行
う

と
と

も
に
、

女
性
を

積
極
的

に
起
用

す
る
よ

う
山
形

市
女

性
人
材

バ
ン
ク

の
活
用

等
の
推

進
を
図

っ
た
。

―

・
庁
内
グ

ル
ー
プ
ウ

ェ
ア
文

書
管
理

に
、
女

性
人
材

バ
ン
ク
の

名
簿
の
一

部
を
掲

載
し
、

女
性
人

材
バ
ン

ク
の
活
用

を
推
進
す

る
。

・
審
議
会

に
お
け
る

女
性
委

員
の
参

画
調
査

を
行
う

と
と
も
に

、
女
性
を

積
極
的

に
起
用

す
る
よ

う
山
形

市
女
性
人

材
バ
ン
ク

の
活
用

等
の
推

進
を
図

る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

2
1

1
2

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

政
策
・

方
針
の

意
思
決

定
の
過

程
で
の

男
女
共

同
参
画

を
推
進

し
ま
す

政
策
や

方
針
の

意
思
決

定
過
程

で
の
男

女
共
同

参
画
の

推
進

市
の
審

議
会
・

委
員
会

委
員
へ

の
女
性

の
参
画

推
進

・
審
議
会

・
委
員

会
に
お

け
る
女

性
委
員

比
率
の
目

標
　

値
４
０

％
の
達

成
・

公
募
制

や
ク
オ

ー
タ
制

導
入
の

検
討

・
女
性
人

材
育
成

事
業
の

充
実

・
山
形
市

女
性
人

材
バ
ン

ク
の
活

用

（
環

境
課
）

・
山

形
市
環

境
審
議

会
に
お

け
る
女

性
委
員

比
率

→
4
2
.
1
%
（

8
人

/
19

人
。

R
元

年
1
2月

改
選
）

―

（
環
境
課

）
・

現
在
の

山
形
市
環

境
審
議

会
に
お

け
る
女

性
委
員

比
率
　
→

4
2
.
1
%
（

8
人

/
19

人
）

。
　
　

　
　
　

　
令

和
元
年
1
2
月

に
改
選

。
次
期

改
選
は

令
和
3
年
1
2
月

（
環

境
課
）

　
今
後

と
も
改

選
に
伴

う
関

係
団

体
か
ら

の
委
員

推
薦
に

あ
た
っ

て
は
、

女
性
を

推
薦
し

て
い
た

だ
く
よ

う
依

頼
し

、
女
性

委
員
の

登
用
を

積
極
的

に
推

進
し

て
い
く

こ
と
に

よ
り
、

こ
の
水

準
の

維
持

に
努
め

る
。

全
庁

2
1

2
1

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

政
策
・

方
針
の

意
思
決

定
の
過

程
で
の

男
女
共

同
参
画

を
推
進

し
ま
す

企
業
や

団
体
等

の
方
針

決
定
の

場
で
の

男
女
共

同
参
画

の
促
進

企
業
や

各
種
機

関
・
団

体
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
状

況
調
査

の
実
施

・
男
女
共

同
参
画

に
関
す

る
事
業

所
意
識

調
査
の
実

　
施
・
広

報
・
活

用
【
定

期
的
に

実
施
】

・
実

施
な
し

（
５
年

毎
の
調

査
）

―
・

実
施
予

定
な
し
（

５
年
毎

の
調
査

）
・
調

査
結
果

を
参
考

に
、
プ

ラ
ン
を

策
定

す
る

。
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー

2
1

2
2

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

政
策
・

方
針
の

意
思
決

定
の
過

程
で
の

男
女
共

同
参
画

を
推
進

し
ま
す

企
業
や

団
体
等

の
方
針

決
定
の

場
で
の

男
女
共

同
参
画

の
促
進

男
女
共

同
参
画

の
啓
発

・
促
進

・
国
・
県

・
関
係

機
関
の

情
報
提

供
及
び

男
女
共
同

　
参
画
情

報
紙
に

よ
る
企

業
や
団

体
な
ど

に
お
け
る

　
女
性
の

活
躍
を

推
進
す

る
た
め

の
啓
発

活
動
の
実

　
施

・
男

女
共
同

参
画
情

報
紙
「

フ
ァ
ー

ラ
」
及

び
「

フ
ァ
ー
ラ

お
知
ら

せ
版
」

を
関
係

機
関
・

団
体
等

へ
送

付
し
、

情
報
提

供
し
た

。
「

フ
ァ
ー
ラ

」
　

　
：
年
２

回
発
行

・
各
３

，
６
０

０
部

「
フ

ァ
ー
ラ

お
知
ら

せ
版
」

　
　

：
年
１

回
発
行

・
３
０

０
部

36
0
・

男
女
共

同
参
画
情

報
紙
「

フ
ァ
ー

ラ
」
を

関
係
機

関
・
団
体

等
へ
送
付

し
、
情

報
提
供

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

2
1

2
2

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

政
策
・

方
針
の

意
思
決

定
の
過

程
で
の

男
女
共

同
参
画

を
推
進

し
ま
す

企
業
や

団
体
等

の
方
針

決
定
の

場
で
の

男
女
共

同
参
画

の
促
進

男
女
共

同
参
画

の
啓
発

・
促
進

・
女
性
の

職
域
拡

大
の
啓

発
・

女
性
の

参
画
の

促
進

全
庁

2
1

3
1

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

政
策
・

方
針
の

意
思
決

定
の
過

程
で
の

男
女
共

同
参
画

を
推
進

し
ま
す

女
性
の

エ
ン
パ

ワ
ー
メ

ン
ト
へ

の
支
援

女
性
の

エ
ン
パ

ワ
ー
メ

ン
ト
に

向
け
た

人
材
育

成
事
業

の
充
実

・
男
女
共

同
参
画

セ
ン
タ

ー
に
お

け
る
女

性
の
エ
ン

　
パ
ワ
ー

メ
ン
ト

を
図
る

た
め
の

講
座
の

開
催

・
フ
ァ
ー

ラ
大
学

に
よ
る

女
性
人

材
育
成

・
山
形
市

女
性
人

材
バ
ン

ク
登
録

者
へ
の

研
修
会
の

　
実
施

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
女

性
人
材

養
成

講
座
フ

ァ
ー
ラ

大
学
（

６
回
）

を
開
催

し
た
。

（
受

講
者
：

延
べ
８

１
名
）

・
山

形
市
女

性
人
材

バ
ン
ク

登
録
者

へ
の
研

修
会

は
、

新
型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

感
染
症

拡
大
の

影
響
に

よ
り

中
止
と

し
た
。

7
9

・
女
性
人

材
養
成
講

座
フ
ァ

ー
ラ
大

学
（
７

回
）
を

開
催
す
る

。
・

山
形
市

女
性
人
材

バ
ン
ク

登
録
者

へ
の
研

修
会
を

実
施
す
る

。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

2
1

3
1

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

政
策
・

方
針
の

意
思
決

定
の
過

程
で
の

男
女
共

同
参
画

を
推
進

し
ま
す

女
性
の

エ
ン
パ

ワ
ー
メ

ン
ト
へ

の
支
援

女
性
の

エ
ン
パ

ワ
ー
メ

ン
ト
に

向
け
た

人
材
育

成
事
業

の
充
実

・
女
性
農

業
者
の

社
会
参

画
及
び

経
営
参

画
を
支
援

　
す
る
た

め
の
農

業
経
営

等
に
関

す
る
研

修
会
、
講

　
演
会
の

実
施

・
更

な
る
女

性
農
業

者
の
能

力
発
揮

と
地
位

向
上
の

た
め

、
ま
た

農
業
に

お
け
る

新
た
な

経
営
ス

タ
イ
ル

を
知

る
場
を

提
供
す

る
た
め

、
市
内

の
女
性

農
業
者

を
募

り
、
６

次
産
業

化
に
関

す
る
知

識
や
見

聞
を
広

げ
る

た
め
の

研
修
や

視
察
を

を
行
っ

た
。
（

や
ま
が

た
６

次
産
業

学
習
塾

実
施
）

2
8

・
更
な
る

女
性
農
業

者
の
能

力
発
揮

と
地
位

向
上
の

た
め
、
ま

た
農
業
に

お
け
る

新
た
な

経
営
ス

タ
イ
ル

を
知
る
場

を
提
供
す

る
た
め

、
市
内

の
女
性

農
業
者

を
募
り
、

６
次
産
業

化
に
関

す
る
知

識
や
見

聞
を
広

げ
る
た
め

の
研
修
や

視
察
を

を
行
っ

た
。
（

や
ま
が

た
６
次
産

業
学
習
塾

実
施
予

定
）

・
「

広
報
や

ま
が
た

」
「
山

形
市
公

式
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
」
等

を
利
用

し
て
幅

広
く

参
加

者
を
募

集
し
、

農
業
経

営
へ
の

女
性

農
業

者
の
参

画
を
促

進
す
る

。

農
政

課

2
1

3
2

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

政
策
・

方
針
の

意
思
決

定
の
過

程
で
の

男
女
共

同
参
画

を
推
進

し
ま
す

女
性
の

エ
ン
パ

ワ
ー
メ

ン
ト
へ

の
支
援

男
女
共

同
参
画

を
推
進

す
る

リ
ー
ダ

ー
養
成

の
た
め

の
研
修

事
業
の

拡
充

・
男
女
共

同
参
画

セ
ン
タ

ー
に
お

け
る
リ

ー
ダ
ー
養

　
成
講
座

の
実
施

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
女

性
人
材

養
成

講
座
フ

ァ
ー
ラ

大
学
（

６
回
）

と
、
育

児
サ
ー

ク
ル

リ
ー
ダ

ー
研
修

会
（
３

回
）
を

実
施
し

た
。

フ
ァ

ー
ラ
大

学
受
講

者
：
延

べ
８
１

名
育

児
サ
ー
ク

ル
リ
ー

ダ
ー
研

修
会
受

講
者
：

延
べ
３

０
名

15
0
・

女
性
人

材
養
成
講

座
フ
ァ

ー
ラ
大

学
（
７

回
）

と
、
育
児

サ
ー
ク
ル

リ
ー
ダ

ー
研
修

会
（
３

回
）
を

実
施
す
る

。
・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

2
1

3
3

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

政
策
・

方
針
の

意
思
決

定
の
過

程
で
の

男
女
共

同
参
画

を
推
進

し
ま
す

女
性
の

エ
ン
パ

ワ
ー
メ

ン
ト
へ

の
支
援

自
主
活

動
と

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

づ
く
り

へ
の
支

援

・
男
女
共

同
参
画

セ
ン
タ

ー
機
能

（
情
報

提
供
・
貸

　
館
・
交

流
等
）

の
充
実

・
フ
ァ
ー

ラ
大
学

受
講
者

の
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
づ
く
り

　
へ
の
支

援

・
男

女
共
同

参
画
意

識
を
醸

成
す
る

た
め
、

男
女
共

同
参

画
セ
ン

タ
ー
に

お
い
て

、
学
習

・
イ
ベ

ン
ト
・

広
報

・
市
民

活
動
支

援
・
相

談
・
情

報
収
集

提
供
・

交
流

の
７
つ

の
事
業

を
実
施

し
た
。

4
,8
8
1

・
男
女
共

同
参
画
意

識
を
醸

成
す
る

た
め
、

男
女
共

同
参
画
セ

ン
タ
ー
に

お
い
て

、
学
習

・
イ
ベ

ン
ト
・

広
報
・
市

民
活
動
支

援
・
相

談
・
情

報
収
集

提
供
・

交
流
の
７

つ
の
事
業

を
実
施

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

2
2

1
1

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

地
域
社

会
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
を

推
進
し

ま
す

地
域
活

動
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
の

促
進

男
女
共

同
参
画

に
向
け

た
地
域

活
動
へ

の
支
援

・
地
域
活

動
に
お

け
る
あ

ら
ゆ
る

機
会
で

の
積
極
的

　
な
啓
発

（
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン

タ
ー
を

通
し
て
、

　
地
域
へ

の
広
報

）

・
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ

ン
タ
ー

を
通
し

た
地
域

へ
の
広

報
―

・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

を
通
し

て
、
地

域
へ
の

広
報
を
随

時
行
う
【

継
続
実

施
】

・
依

頼
の
あ

っ
た
際

に
、
随

時
実
施

す
る
。

広
報

課
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第
３
次

位
置
付

目
標

基
本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
施
策

計
画

の
事

務
事

業
内
容

令
和

２
年

度
実

施
事

務
事

業

令
和

２
年

度
執

行
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
今

後
に

向
け

て
の

取
組

み
担

当
課

2
2

1
1

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

地
域
社

会
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
を

推
進
し

ま
す

地
域
活

動
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
の

促
進

男
女
共

同
参
画

に
向
け

た
地
域

活
動
へ

の
支
援

・
地
域
活

動
に
お

け
る
あ

ら
ゆ
る

機
会
で

の
積
極
的

　
な
啓
発

（
公
民

館
を
通

し
て
、

地
域
へ

の
広
報
）

・
公

民
館
が

発
行
す

る
公
民

館
だ
よ

り
に
、

男
女
共

同
参

画
に
関

す
る
講

座
や
啓

発
等
の

記
事
を

掲
載
し

た
。

―
・

地
域
活

動
に
お
け

る
あ
ら

ゆ
る
機

会
で
の

積
極
的

な
啓
発
を

実
施
す
る

。
・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

社
会

教
育

青
少
年

課

2
2

1
1

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

地
域
社

会
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
を

推
進
し

ま
す

地
域
活

動
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
の

促
進

男
女
共

同
参
画

に
向
け

た
地
域

活
動
へ

の
支
援

・
地
域
活

動
に
お

け
る
あ

ら
ゆ
る

機
会
で

の
積
極
的

　
な
啓
発

（
公
民

館
・
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を

　
通
し
て

、
地
域

へ
の
広

報
）

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
男

女
共
同

参
画

週
間
（

6
月

2
3
日
～

2
9
日
）

に
合
わ

せ
、
男

女
共

同
参

画
セ
ン

タ
ー
４

階
、
市

役
所
１

階
エ
ン

ト
ラ
ン

ス
ホ

ー
ル
、

山
形
市

総
合
福

祉
セ
ン

タ
ー
1
階
に

お
い

て
男

女
共
同

参
画
に

関
す
る

パ
ネ
ル

展
示
を

行
っ

た
。

―

・
男
女
共

同
参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
男

女
共
同

参
画
週
間

（
6
月

2
3
日
～

2
9
日
）

に
合
わ

せ
、
男

女
共

同
参
画
セ

ン
タ
ー
4
階
、

市
役
所

1
階

エ
ン
ト

ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
、

山
形
市
総

合
福
祉

セ
ン
タ

ー
1
階

に
お

い
て

男
女
共
同

参
画
に
関

す
る
パ

ネ
ル
展

示
を
行

う
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

2
2

1
1

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

地
域
社

会
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
を

推
進
し

ま
す

地
域
活

動
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
の

促
進

男
女
共

同
参
画

に
向
け

た
地
域

活
動
へ

の
支
援

・
男
女
共

同
参
画

セ
ン
タ

ー
に
お

け
る
育

児
サ
ー
ク

　
ル
リ
ー

ダ
ー
研

修
会
の

実
施

・
市
民
企

画
講
座

、
地
域

づ
く
り

出
前
講

座
、

　
フ
ァ
ー

ラ
大
学

の
実
施

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
育

児
サ
ー

ク
ル

リ
ー
ダ

ー
研
修

会
（
３

回
）
を

実
施
し

た
。

・
フ

ァ
ー
ラ

市
民
企

画
講
座

（
５
団

体
５
講

座
）
、

地
域

づ
く
り

出
前
講

座
（
１

回
）
、

女
性
人

材
養
成

講
座

フ
ァ
ー

ラ
大
学

（
６
回

）
を
実

施
し
た

。
（
受

講
者

延
べ
：

２
２
４

名
）

34
0

・
育
児
サ

ー
ク
ル
リ

ー
ダ
ー

研
修
会

（
3
回

）
を

実
施

す
る
。
ま

た
、
フ
ァ

ー
ラ
市

民
企
画

講
座
（

５
団
体

５
講
座
予

定
）
、
女

性
人
材

養
成
講

座
フ
ァ

ー
ラ
大

学
（
７
回

）
を
実
施

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

2
2

1
2

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

地
域
社

会
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
を

推
進
し

ま
す

地
域
活

動
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
の

促
進

社
会
活

動
に
男

女
が
と

も
に
参

画
し
や

す
い
環

境
づ
く

り

・
消
費
者

活
動
へ

の
男
性

参
画
の

促
進
を

図
る
消
費

　
者
啓
発

・
教
育

講
座
の

開
催

・
「

く
ら
し

の
講
座

」
を
２

回
実
施

し
、
消

費
者
教

育
を

行
っ
た

。
・

「
消
費
生

活
出
前

講
座
」

を
４
３

回
開
催

し
、
消

費
者

啓
発
及

び
教
育

を
行
っ

た
。

1
1

・
F
P
協
会

等
と
「
く

ら
し
の

講
座
」

や
「
生

活
講

座
」
を
共

催
し
、
消

費
者
教

育
を
行

う
。

・
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感

染
症
の

状
況
を

見
な
が

ら
、
要
望

が
あ
れ
ば

「
消
費

生
活
出

前
講
座

」
を
開

催
し
、
消

費
者
啓
発

及
び
教

育
を
行

う
。

・
「

く
ら
し

の
講
座

」
に
つ

い
て
は

、
F
P

協
会

等
と
の

共
催
の

他
、
新

型
コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感
染

症
の
状

況
を
み

な
が
ら

、
独

自
の

講
座
の

開
催
に

つ
い
て

も
考
え

て
い

く
。

・
「

消
費
生

活
出
前

講
座
」

は
、
引

き
続

き
要

望
が
あ

れ
ば
開

催
し
て

い
く
。

消
費

生
活

セ
ン
タ

ー

2
2

1
2

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

地
域
社

会
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
を

推
進
し

ま
す

地
域
活

動
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
の

促
進

社
会
活

動
に
男

女
が
と

も
に
参

画
し
や

す
い
環

境
づ
く

り

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に

お
け
る

男
女
共

同
参
画

促
進

・
Ｐ

Ｔ
Ａ
活

動
に
お

い
て
、

男
女
の

差
な
く

参
加
す

る
体

制
が
促

進
さ
れ

る
よ
う

に
努
め

て
い
る

。
-
・

Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
お

い
て
、

男
女
の

差
な
く

参
加
す

る
体
制
の

促
進
に
努

め
る
。

・
校

長
会
、

教
頭
会

等
で
働

き
か
け

る
。

学
校

教
育
課

2
2

1
2

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

地
域
社

会
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
を

推
進
し

ま
す

地
域
活

動
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
の

促
進

社
会
活

動
に
男

女
が
と

も
に
参

画
し
や

す
い
環

境
づ
く

り

・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動

に
関
す

る
相
談
、

　
情
報
提

供
の
充

実

・
市

民
活
動

支
援
セ

ン
タ
ー

が
、
指

定
管
理

業
務

（
Ｈ
2
0
～
）

を
通
じ

て
継
続

実
施
し

た
。
ま

た
、
企

画
調

整
課
で

も
Ｎ
Ｐ

Ｏ
認
証

業
務
や

、
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

フ
ァ
ン

ド
を
Ｈ

2
0
年
度

か
ら
運

用
し
、

今
年
度

1
6
団

体
に
補

助
を
実

施
し
た

。
（
実

施
額
を

記
載
）

セ
ン

タ
ー
登

録
3
36

団
体

、
山
形

市
所
管

1
0
2
法

人

14
,8
3
1
・

市
民
活

動
支
援
セ

ン
タ
ー

が
、
指

定
管
理

業
務

（
H
3
0
～

Ｈ
3
9
）

を
通
じ

て
実
施

す
る
。

・
利

用
者
か

ら
の
ア

ン
ケ
ー

ト
等
に

よ
る

利
用

者
ニ
ー

ズ
の
分

析
を
行

い
、
利

用
者

ニ
ー

ズ
に
対

応
で
き

る
セ
ン

タ
ー
の

運
営

に
取

り
組
ん

で
い
く

。

企
画

調
整
課

2
2

2
1

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

地
域
社

会
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
を

推
進
し

ま
す

地
域
防

災
活
動

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
の
推

進

男
女
共

同
参
画

の
視
点

に
立
っ

た
防
災

対
策
の

推
進

・
男
女
共

同
参
画

の
視
点

に
立
っ

た
防
災

計
画
の
策

　
定

・
女
性
に

配
慮
し

た
災
害

用
備
蓄

物
資
の

整
備

・
女
性
の

ニ
ー
ズ

を
反
映

し
た
避

難
所
の

運
営
体
制

　
の
整
備

・
防

災
会
議

へ
の
女

性
の
推

薦
を
依

頼
。

・
市

避
難
所

運
営
委

員
会
へ

の
女
性

の
参
加

を
促
進

す
る
。

・
乳

児
用
液

体
ミ
ル

ク
及
び

使
い
捨

て
哺
乳

瓶
の
備

蓄

・
防
災
会

議
へ
の
女

性
の
推

薦
を
依

頼
。

・
市
避
難

所
運
営
委

員
会
へ

の
女
性

の
参
加

を
促
進

す
る
。

・
乳
児
用

液
体
ミ
ル

ク
及
び

使
い
捨

て
哺
乳

瓶
の
備

蓄

・
地

域
防
災

計
画
に

女
性
参

画
に
関

す
る

事
項

を
規
定

し
地
域

防
災
へ

の
女
性

の
参

画
を

推
進
す

る
。

・
女

性
の
ニ

ー
ズ
を

反
映
し

た
物
資

の
備

蓄
を

含
め
災

害
用
備

蓄
の
配

備
計
画

の
見

直
し

を
検
討

す
る
。

防
災

対
策
課

2
2

2
1

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

地
域
社

会
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
を

推
進
し

ま
す

地
域
防

災
活
動

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
の
推

進

男
女
共

同
参
画

の
視
点

に
立
っ

た
防
災

対
策
の

推
進

・
男
女
共

同
参
画

の
視
点

に
立
っ

た
防
災

計
画
の
策

定
・

女
性
に

配
慮
し

た
災
害

用
備
蓄

物
資
の

整
備

・
女
性
の

ニ
ー
ズ

を
反
映

し
た
避

難
所
の

運
営
体
制

の
整

備

・
女

性
に
配

慮
し
た

災
害
用

備
蓄
物

資
、
避

難
所
の

運
営

体
制
な

ど
、
他

自
治
体

の
状
況

に
つ
い

て
情
報

を
収

集
し
た

。
―

・
女
性
に

配
慮
し
た

災
害
用

備
蓄
物

資
、
避

難
所
の

運
営
体
制

な
ど
、
他

自
治
体

の
状
況

に
つ
い

て
情
報

を
収
集
す

る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

2
2

2
2

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

地
域
社

会
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
を

推
進
し

ま
す

地
域
防

災
活
動

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
の
推

進

地
域
防

災
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
の

促
進

・
自
主
防

災
組
織

の
育
成

強
化
と

男
女
共

同
参
画
の

推
進

実
施

事
業
な

し
（

女
性
を
対

象
と
し

た
地
域

防
災
研

修
会
を

企
画
し

て
い

た
が
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感

染
症
の

影
響
に

よ
り

中
止
し

た
た
め

。
）

・
女
性
を

対
象
と
し

た
地
域

防
災
研

修
会

令
和
４
年

２
月
開
催

予
定

・
研

修
会
を

継
続
開

催
し
、

女
性
の

参
画

を
推

進
す
る

。
防

災
対

策
課

2
2

2
2

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

地
域
社

会
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
を

推
進
し

ま
す

地
域
防

災
活
動

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
の
推

進

地
域
防

災
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
の

促
進

・
消
防
団

女
性
消

防
隊
の

育
成
・

参
画

・
特

別
訓
練

と
し
て

、
規
律

訓
練
及

び
防
災

学
習
車

の
取

り
扱
い

訓
練
を

実
施
し

、
女
性

消
防
隊

員
の
育

成
を

行
っ
た

。

・
住
民
の

救
命
率
向

上
と
地

域
防
災

に
お
け

る
男
女

共
同
参
画

の
推
進
を

図
る
た

め
に
、

応
急
手

当
講
習

会
や
地
域

の
防
災
訓

練
に
お

い
て
、

心
肺
蘇

生
の
指

導
を
行
う

。
・

応
急
手

当
講
習
の

指
導
を

継
続
し

て
行
う

た
め
、

応
急
手
当

指
導
員
の

資
格
の

更
新
講

習
を
受

講
す

る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

消
防

本
部

2
2

2
2

Ⅱ
　
あ

ら
ゆ
る

分
野
で

の
男
女

共
同
参

画
の
実

現

地
域
社

会
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
を

推
進
し

ま
す

地
域
防

災
活
動

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
の
推

進

地
域
防

災
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
の

促
進

・
地
域
の

防
災
活

動
に
お

け
る
男

女
共
同

参
画
の
た

め
の

啓
発

・
例

年
女
性

を
対
象

と
し
た

「
地
域

防
災
研

修
会
」

に
対

し
て
支

援
を
行

っ
て
い

る
が
、

新
型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
感
染

症
拡
大

の
影
響

に
よ
り

令
和
2
年
度

は
中

止
と

な
っ
た

。

―
・

女
性
を

対
象
と
し

た
研
修

会
へ
の

支
援
を

行
う
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

26



第
３
次

位
置
付

目
標

基
本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
施
策

計
画

の
事

務
事

業
内
容

令
和

２
年

度
実

施
事

務
事

業

令
和

２
年

度
執

行
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
今

後
に

向
け

て
の

取
組

み
担

当
課

3
1

1
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

雇
用
・

就
労
に

お
け
る

男
女
の

均
等
な

機
会
と

待
遇
の

確
保

雇
用
・

就
労
に

お
け
る

男
女
の

均
等
な

機
会
と

待
遇
の

確
保
に

つ
い
て

の
啓
発

・
男
女
の

雇
用
機

会
均
等

と
待
遇

の
平
等

に
つ
い
て

の
情

報
提
供

・
企
業
内

研
修
の

た
め
の

情
報
提

供
や
講

師
派
遣
事

業
の

実
施

・
市

報
、
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
、

情
報
紙

「
フ
ァ

ー
ラ
」

等
を

通
し
て

情
報
提

供
、
啓

発
を
図

っ
た
。

・
企

業
、
事

業
所
向

け
出
前

講
座
を

実
施
し

た
。

37
6
・

男
女
共

同
参
画
情

報
紙
「

フ
ァ
ー

ラ
」
を

関
係
機

関
・
団
体

等
に
送
付

し
、
情

報
提
供

を
行
う

。
・

企
業
、

事
業
所
向

け
出
前

講
座
を

実
施
す

る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

3
1

1
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

雇
用
・

就
労
に

お
け
る

男
女
の

均
等
な

機
会
と

待
遇
の

確
保

雇
用
・

就
労
に

お
け
る

男
女
の

均
等
な

機
会
と

待
遇
の

確
保
に

つ
い
て

の
啓
発

・
国
・
県

と
連
携

し
た
男

女
の
雇

用
機
会

均
等
と
待

遇
の

平
等
に

つ
い
て

の
啓
発

・
国

等
の
担

当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の

掲
示
、

配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
っ

た
。

―
・

国
等
の

担
当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の
掲
示

、
配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
る
。

・
引

き
続
き

啓
発
を

図
る
。

雇
用

創
出
課

3
1

1
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

雇
用
・

就
労
に

お
け
る

男
女
の

均
等
な

機
会
と

待
遇
の

確
保

雇
用
・

就
労
に

お
け
る

男
女
の

均
等
な

機
会
と

待
遇
の

確
保
に

つ
い
て

の
啓
発

・
女
性
の

活
躍
の

推
進
に

積
極
的

に
取
り

組
む
企
業

に
対

す
る
イ

ン
セ
ン

テ
ィ
ブ

の
付
与

　
令

和
３
・

４
年
度

競
争
入

札
参
加

者
名
簿

に
お
い

て
、

そ
の
資

格
審
査

に
か
か

る
発
注

者
別
評

価
点
に

次
の

項
目
を

盛
り
込

ん
だ
。

　
〇

正
社
員

採
用

　
〇

女
性
技

術
者
雇

用
　

〇
子
育
て

支
援
、

ワ
ー
ク

ラ
イ
フ

バ
ラ
ン

ス

0
　

名
簿
更

新
年
度
と

な
っ
て

い
な
い

た
め
、

具
体
的

な
予
定
無

し
。

　
令

和
４
年

度
に
予

定
さ
れ

て
い
る

令
和

５
・

６
年
度

名
簿
更

新
時
に

同
様
の

観
点

で
取

り
組
む

。
管

理
住

宅
課

3
1

1
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

雇
用
・

就
労
に

お
け
る

男
女
の

均
等
な

機
会
と

待
遇
の

確
保

農
林
業

就
業

者
・
自

営
業
者

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
の
推

進

・
家
族
経

営
協
定

の
締
結

や
畜
産

ヘ
ル
パ

ー
制
度
の

普
及

促
進

・
女
性
農

業
者
の

社
会
参

画
及
び

経
営
参

画
を
支
援

す
る

た
め
の

農
業
経

営
等
に

関
す
る

研
修
会

、
講
演
会

の
実

施

・
畜

産
ヘ
ル

パ
ー
制

度
の
実

施
　

畜
産
農
家

の
ゆ
と

り
あ
る

経
営
・

生
活
等

を
図
る

た
め

、
給
餌

、
搾
乳

、
糞
尿

処
理
等

の
畜
産

ヘ
ル

パ
ー

事
業
に

対
し
て

補
助
を

行
っ
た

。
　

実
施
農
家

数
1
2戸

　
ヘ
ル

パ
ー
数

４
人
　

延
べ
利

用
時

間
2
,0

8
4時

間

2
,4
6
1

・
畜
産
ヘ

ル
パ
ー
制

度
の
実

施
予
定

　
畜
産
農

家
の
ゆ
と

り
あ
る

経
営
・

生
活
等

を
図
る

た
め
、
給

餌
・
搾
乳

・
ふ
ん

尿
処
理

等
の
畜

産
ヘ
ル

パ
ー
事
業

に
対
し
て

補
助
を

行
う
。

　
実
施
農

家
数
　
1
2
戸

、
ヘ

ル
パ
ー

数
　
４

名

・
農

家
が
年

中
無
休

で
働
か

ざ
る
を

得
な

い
現

状
を
脱

却
し
、

ゆ
と
り

あ
る
経

営
と

日
常

生
活
を

営
む
上

で
必
要

不
可
欠

で
あ

る
た

め
、
継

続
し
て

支
援
に

取
り
組

ん
で

い
き

た
い
。

農
政

課

3
1

1
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

雇
用
・

就
労
に

お
け
る

男
女
の

均
等
な

機
会
と

待
遇
の

確
保

農
林
業

就
業

者
・
自

営
業
者

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
の
推

進

・
国
・
県

と
連
携

し
た
商

工
業
自

営
業
者

の
就
業
環

境
の

改
善

・
国

等
の
担

当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の

掲
示
、

配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
っ

た
。

―
・

国
等
の

担
当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の
掲
示

、
配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
る
。

・
引

き
続
き

啓
発
を

図
る
。

雇
用

創
出
課

3
1

1
3

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

雇
用
・

就
労
に

お
け
る

男
女
の

均
等
な

機
会
と

待
遇
の

確
保

非
正
規

雇
用
等

に
お
け

る
雇
用

環
境
の

整
備

・
国
・
県

と
連
携

し
た
パ

ー
ト
タ

イ
ム
労

働
法
、
労

働
者

派
遣
法

、
家
内

労
働
法

、
最
低

賃
金
法

等
の
法
的

権
利

に
関
す

る
啓
発

・
国

等
の
担

当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の

掲
示
、

配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
っ

た
。

―
・

国
等
の

担
当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の
掲
示

、
配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
る
。

・
引

き
続
き

啓
発
を

図
る
。

雇
用

創
出
課

3
1

1
3

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

雇
用
・

就
労
に

お
け
る

男
女
の

均
等
な

機
会
と

待
遇
の

確
保

非
正
規

雇
用
等

に
お
け

る
雇
用

環
境
の

整
備

・
パ
ー
ト

タ
イ
ム

労
働
者

・
派
遣

労
働
者

等
の
労
働

条
件

に
関
す

る
相
談

及
び
情

報
提
供

・
国

等
の
担

当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の

掲
示
、

配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
っ

た
。

―
・

国
等
の

担
当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の
掲
示

、
配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
る
。

・
引

き
続
き

啓
発
を

図
る
。

雇
用

創
出
課

3
1

2
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

職
場
に

お
け
る

男
女
共

同
参
画

に
関
す

る
教
育

の
推
進

ハ
ラ
ス

メ
ン
ト

防
止
に

向
け
た

啓
発

・
国
・
県

と
連
携

し
た
ハ

ラ
ス
メ

ン
ト
防

止
に
向
け

た
情

報
提
供

・
国

等
の
担

当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の

掲
示
、

配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
っ

た
。

―
・

国
等
の

担
当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の
掲
示

、
配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
る
。

・
引

き
続
き

啓
発
を

図
る
。

雇
用

創
出
課

3
1

2
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

職
場
に

お
け
る

男
女
共

同
参
画

に
関
す

る
教
育

の
推
進

ハ
ラ
ス

メ
ン
ト

防
止
に

向
け
た

啓
発

・
国
・
県

と
連
携

し
た
ハ

ラ
ス
メ

ン
ト
防

止
に
向
け

た
情

報
提
供

・
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
等

を
窓
口

及
び
本

庁
１
階

の
刊
行

物
コ

ー
ナ
ー

に
設
置

し
、
配

布
を
行

っ
た
。

―
・

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等

を
窓
口

及
び
本

庁
１
階

の
刊
行

物
コ
ー
ナ

ー
に
設
置

し
、
配

布
を
行

う
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

3
1

2
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

職
場
に

お
け
る

男
女
共

同
参
画

に
関
す

る
教
育

の
推
進

性
的
役

割
分
担

や
職
場

慣
行
の

改
善
に

向
け
た

啓
発

・
事
業
所

に
対
す

る
男
女

共
同
参

画
情
報

紙
に
よ
る

情
報

の
提
供

及
び
研

修
会
等

の
実
施

・
市

報
、
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
、

情
報
紙

「
フ
ァ

ー
ラ
」

等
を

通
し
て

情
報
提

供
、
啓

発
を
図

っ
た
。

・
企

業
、
事

業
所
向

け
出
前

講
座
を

実
施
し

た
。

37
6
・

男
女
共

同
参
画
情

報
紙
「

フ
ァ
ー

ラ
」
を

関
係
機

関
・
団
体

等
に
送
付

し
、
情

報
提
供

を
行
う

。
・

企
業
、

事
業
所
向

け
出
前

講
座
を

実
施
す

る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

3
1

2
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

職
場
に

お
け
る

男
女
共

同
参
画

に
関
す

る
教
育

の
推
進

性
的
役

割
分
担

や
職
場

慣
行
の

改
善
に

向
け
た

啓
発

・
国
・
県

と
連
携

し
た
性

別
役
割

分
担
や

職
場
慣
行

の
改

善
に
向

け
た
啓

発

・
国

等
の
担

当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の

掲
示
、

配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
っ

た
。

―
・

国
等
の

担
当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の
掲
示

、
配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
る
。

・
引

き
続
き

啓
発
を

図
る
。

雇
用

創
出
課

27



第
３
次

位
置
付

目
標

基
本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
施
策

計
画

の
事

務
事

業
内
容

令
和

２
年

度
実

施
事

務
事

業

令
和

２
年

度
執

行
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
今

後
に

向
け

て
の

取
組

み
担

当
課

3
1

3
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

女
性
の

能
力
発

揮
促
進

の
た
め

の
支
援

職
業
能

力
開
発

の
学
習

機
会
の

拡
充

・
男
女
共

同
参
画

セ
ン
タ

ー
に
お

け
る
職

業
能
力
開

発
講

座
の
開

催

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
働

く
女
性

の
講

座
（
４

回
）
を

実
施
し

た
。

（
受

講
者
３

８
名
）

5
8
・

働
く
女

性
の
講
座

（
２
回

）
、
女

性
活
躍

推
進
講

座
（
２
回

）
を
実
施

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

3
1

3
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

女
性
の

能
力
発

揮
促
進

の
た
め

の
支
援

職
業
能

力
開
発

の
学
習

機
会
の

拡
充

・
働
く
女

性
の
家

に
お
け

る
職
業

生
活
技

術
に
関
す

る
各

種
事
業

の
実
施

・
職

業
生
活

技
術
に

関
す
る

講
座
を

３
講
座

（
３

回
）

実
施
し

た
。

2
3
・

職
業
生

活
技
術
に

関
す
る

講
座
を

３
講
座

（
計
３

回
）
を
実

施
予
定
で

あ
る
。

・
引

き
続
き

、
広
報

や
ま
が

た
や
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
等

に
て
、

広
く
周

知
す
る

。
福

祉
文

化
セ

ン
タ

ー

3
1

3
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

女
性
の

能
力
発

揮
促
進

の
た
め

の
支
援

職
業
能

力
開
発

の
学
習

機
会
の

拡
充

・
関
係
団

体
に
お

け
る
職

業
能
力

開
発
の

学
習
機
会

の
拡

充

・
国

等
の
担

当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の

掲
示
、

配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
っ

た
。

―
・

国
等
の

担
当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の
掲
示

、
配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
る
。

・
引

き
続
き

啓
発
を

図
る
。

雇
用

創
出
課

3
1

3
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

女
性
の

能
力
発

揮
促
進

の
た
め

の
支
援

情
報
提

供
と
相

談
体
制

の
整
備

・
雇
用
総

合
相
談

窓
口
の

情
報
提

供
の
充

実
・

相
談
時
の

情
報
提

供
の
た

め
、
情

報
収
集

に
努
め

た
。

―
・

相
談
時

の
情
報
提

供
の
た

め
、
情

報
収
集

に
努
め

る
。

・
引

き
続
き

情
報
提

供
に
努

め
る
。

雇
用

創
出
課

3
1

3
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

女
性
の

能
力
発

揮
促
進

の
た
め

の
支
援

情
報
提

供
と
相

談
体
制

の
整
備

・
雇
用
総

合
相
談

窓
口
の

情
報
提

供
の
充

実
・

雇
用
相
談

窓
口
に

つ
い
て

の
パ
ン

フ
レ
ッ

ト
等
を

男
女

共
同
参

画
セ
ン

タ
ー
の

窓
口
や

本
庁
１

階
の
刊

行
物

コ
ー
ナ

ー
に
設

置
し
情

報
提
供

を
行
っ

た
。

―
・

雇
用
相

談
窓
口
に

つ
い
て

の
パ
ン

フ
レ
ッ

ト
等
を

男
女
共
同

参
画
セ
ン

タ
ー
の

窓
口
や

本
庁
１

階
の
刊

行
物
コ
ー

ナ
ー
に
設

置
し
情

報
提
供

を
行
う

。
・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

3
1

3
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

女
性
の

能
力
発

揮
促
進

の
た
め

の
支
援

情
報
提

供
と
相

談
体
制

の
整
備

・
男
女
共

同
参
画

情
報
紙

に
よ
る

女
性
の

起
業
等
多

様
な

働
き
方

に
対
す

る
情
報

提
供

・
男

女
共
同

参
画
情

報
紙
「

フ
ァ
ー

ラ
」
及

び
「

フ
ァ
ー
ラ

お
知
ら

せ
版
」

を
関
係

機
関
・

団
体
等

へ
送

付
し
、

情
報
提

供
し
た

。
「

フ
ァ
ー
ラ

」
　

　
：
年
２

回
発
行

・
各
３

，
６
０

０
部

「
フ

ァ
ー
ラ

お
知
ら

せ
版
」

　
　

：
年
１

回
発
行

・
３
０

０
部

36
0
・

男
女
共

同
参
画
情

報
紙
「

フ
ァ
ー

ラ
」
を

関
係
機

関
・
団
体

等
へ
送
付

し
、
情

報
提
供

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

3
1

3
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

働
く
場

に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
を
推

進
し
ま

す

女
性
の

能
力
発

揮
促
進

の
た
め

の
支
援

情
報
提

供
と
相

談
体
制

の
整
備

・
起
業
に

関
す
る

情
報
提

供
の
実

施
・

創
業
相
談

に
お
い

て
、
よ

り
充
実

し
た
情

報
提
供

が
行

え
る
よ

う
、
情

報
の
収

集
に
努

め
た
。

―
・

創
業
相

談
に
お
い

て
、
よ

り
充
実

し
た
情

報
提
供

が
行
え
る

よ
う
、
情

報
の
収

集
に
努

め
る
。

・
引

き
続
き

情
報
提

供
に
努

め
る
。

雇
用

創
出
課

3
2

1
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

ワ
ー
ク

・
ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン
ス

に
関
す

る
意
識

啓
発
の

推
進

ワ
ー
ク

・
ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン
ス

の
推
進

に
向
け

た
普
及

啓
発

・
国
・
県

と
連
携

し
た
ワ

ー
ク
・

ラ
イ
フ

・
バ
ラ
ン

ス
の

啓
発

・
国

等
の
担

当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の

掲
示
、

配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
っ

た
。

―
・

国
等
の

担
当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の
掲
示

、
配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
る
。

・
引

き
続
き

啓
発
を

図
る
。

雇
用

創
出
課

3
2

1
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

ワ
ー
ク

・
ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン
ス

に
関
す

る
意
識

啓
発
の

推
進

ワ
ー
ク

・
ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン
ス

の
推
進

に
向
け

た
普
及

啓
発

・
国
・
県

と
連
携

し
た
ワ

ー
ク
・

ラ
イ
フ

・
バ
ラ
ン

ス
の

啓
発

・
男

女
共
同

参
画
情

報
紙
「

フ
ァ
ー

ラ
」
及

び
「

フ
ァ
ー
ラ

お
知
ら

せ
版
」

を
関
係

機
関
・

団
体
等

へ
送

付
し
、

情
報
提

供
し
た

。
「

フ
ァ
ー
ラ

」
　

　
：
年
２

回
発
行

・
各
３

，
６
０

０
部

「
フ

ァ
ー
ラ

お
知
ら

せ
版
」

　
　

：
年
１

回
発
行

・
３
０

０
部

・
県

「
や
ま

が
た
イ

ク
ボ
ス

同
盟
」

へ
加
盟

し
、
事

業
へ

の
協
力

を
行
っ

た
。

36
0

・
男
女
共

同
参
画
情

報
紙
「

フ
ァ
ー

ラ
」
を

関
係
機

関
・
団
体

等
へ
送
付

し
、
情

報
提
供

す
る
。

・
県
「
や

ま
が
た
イ

ク
ボ
ス

同
盟
」

事
業
へ

協
力
す

る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

3
2

1
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

ワ
ー
ク

・
ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン
ス

に
関
す

る
意
識

啓
発
の

推
進

看
護
休

暇
制
度

の
普
及

促
進

・
国
・
県

と
連
携

し
た
看

護
休
暇

制
度
の

啓
発

・
国

等
の
担

当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の

掲
示
、

配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
っ

た
。

―
・

国
等
の

担
当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の
掲
示

、
配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
る
。

・
引

き
続
き

啓
発
を

図
る
。

雇
用

創
出
課

28



第
３
次

位
置
付

目
標

基
本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
施
策

計
画

の
事

務
事

業
内
容

令
和

２
年

度
実

施
事

務
事

業

令
和

２
年

度
執

行
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
今

後
に

向
け

て
の

取
組

み
担

当
課

3
2

1
3

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

ワ
ー
ク

・
ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン
ス

に
関
す

る
意
識

啓
発
の

推
進

育
児
・

介
護
休

業
制
度

の
普
及

促
進

・
国
・
県

と
連
携

し
た
育

児
・
介

護
休
業

制
度
の
啓

発
・

国
等
の
担

当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の

掲
示
、

配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
っ

た
。

―
・

国
等
の

担
当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の
掲
示

、
配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
る
。

・
引

き
続
き

啓
発
を

図
る
。

雇
用

創
出
課

3
2

1
4

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

ワ
ー
ク

・
ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン
ス

に
関
す

る
意
識

啓
発
の

推
進

休
業
制

度
利
用

実
態
調

査
及
び

男
性
に

対
す
る

制
度
利

用
の
促

進

・
休
業
制

度
利
用

実
態
調

査
（
事

業
所
の

意
識
及
び

実
態

調
査
）

の
実
施

・
実

施
な
し

（
５
年

毎
の
調

査
）

―
・

実
施
予

定
な
し
（

５
年
毎

の
調
査

）
・
調

査
結
果

を
参
考

に
、
プ

ラ
ン
を

策
定

す
る

。
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー

3
2

2
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

多
様
な

働
き
方

に
対
応

し
た
環

境
の
整

備
促
進

ワ
ー
ク

・
ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン
ス

を
可
能

に
す
る

就
労
環

境
の
整

備

・
企
業
・

関
係
団

体
に
対

す
る
イ

ク
ボ
ス

制
度
の
周

知
・
啓
発

・
市

報
、
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
、

情
報
紙

「
フ
ァ

ー
ラ
」

等
を

通
し
て

情
報
提

供
、
啓

発
を
図

っ
た
。

・
企

業
、
事

業
所
向

け
出
前

講
座
を

実
施
し

た
。

37
6
・

男
女
共

同
参
画
情

報
紙
「

フ
ァ
ー

ラ
」
を

関
係
機

関
・
団
体

等
に
送
付

し
、
情

報
提
供

を
行
う

。
・

企
業
、

事
業
所
向

け
出
前

講
座
を

実
施
す

る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

3
2

2
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

多
様
な

働
き
方

に
対
応

し
た
環

境
の
整

備
促
進

ワ
ー
ク

・
ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン
ス

を
可
能

に
す
る

就
労
環

境
の
整

備

・
国
・
県

と
連
携

し
た
労

働
時
間

短
縮
・

有
給
休
暇

取
得

に
向
け

て
の
啓

発

・
国

等
の
担

当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の

掲
示
、

配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
っ

た
。

―
・

国
等
の

担
当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の
掲
示

、
配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
る
。

・
引

き
続
き

啓
発
を

図
る
。

雇
用

創
出
課

3
2

2
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

多
様
な

働
き
方

に
対
応

し
た
環

境
の
整

備
促
進

ワ
ー
ク

・
ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン
ス

を
可
能

に
す
る

就
労
環

境
の
整

備

・
国
・
県

と
連
携

し
た
労

働
時
間

短
縮
・

有
給
休
暇

取
得

に
向
け

て
の
啓

発

・
国

等
の
担

当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の

掲
示
、

配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
っ

た
。

―
・

国
等
の

担
当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の
掲
示

、
配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

3
2

2
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

多
様
な

働
き
方

に
対
応

し
た
環

境
の
整

備
促
進

利
用
者

の
多
様

な
需
要

に
対
応

し
た
保

育
サ
ー

ビ
ス
の

整
備

・
利
用
者

の
多
様

な
需
要

に
対
応

し
た
保

育
サ
ー
ビ

ス
の

整
備

　
・
一
時

預
か
り

　
・
延
長

保
育

　
・
病
児

・
病
後

児
保
育

　
・
フ
ァ

ミ
リ
ー

・
サ
ポ

ー
ト
・

セ
ン
タ

ー

・
一

時
預

か
り

　
39

施
設

　
延

べ
利

用
実

績
7
,8

63
人

・
延

長
保

育
　

66
施

設
　

延
べ

利
用

実
績

1
02

,0
94

人
・

病
児

・
病

後
児

保
育

　
7
施

設
　

延
べ

利
用

実
績

42
6人

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

 
活

動
件

数
55

1回

1
92

,8
7
6
・

継
続
し

て
実
施
す

る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

こ
ど
も

未
来

課
保

育
育

成
課

3
2

2
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

多
様
な

働
き
方

に
対
応

し
た
環

境
の
整

備
促
進

利
用
者

の
多
様

な
需
要

に
対
応

し
た
保

育
サ
ー

ビ
ス
の

整
備

・
利
用
者

の
多
様

な
需
要

に
対
応

し
た
保

育
サ
ー
ビ

ス
の

整
備

　
・
放
課

後
児
童

ク
ラ
ブ

①
放

課
後
児

童
健
全

育
成
事

業
業
務

委
託
(
7
4ク

ラ
ブ

)
（

8
8
支

援
の

単
位
）

②
放

課
後
児

童
ク
ラ

ブ
環
境

整
備
事

業
（
7
ク
ラ

ブ
）

①
7
06

,4
1
3

②
1
58

,5
4
7

・
放
課
後

児
童
健
全

育
成
事

業
の
設

備
及
び

運
営
に

関
す
る
条

例
の
基
準

に
適
合

す
る
よ

う
放
課

後
児
童

ク
ラ
ブ
の

環
境
整
備

を
推
進

す
る
。

・
放
課
後

児
童
ク
ラ

ブ
の
適

正
な
運

営
を
継

続
し
て

支
援
す
る

。

令
和

6
年

度
末
ま

で
継
続

し
て
環

境
整
備

を
実
施

す
る
。

保
育

育
成
課

3
2

2
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

多
様
な

働
き
方

に
対
応

し
た
環

境
の
整

備
促
進

利
用
者

の
多
様

な
需
要

に
対
応

し
た
保

育
サ
ー

ビ
ス
の

整
備

・
事
業
所

内
託
児

所
設
置

促
進
の

た
め
の

働
き
か
け

・
事

業
所
内

託
児
所

設
置
の

相
談

・
子

育
て
支

援
事
業

費
補
助

金
に
よ

る
運
営

に
対
す

る
支
援

-
継

続
し
て

実
施
す
る

。
継
続

し
て
実

施
す
る

。
こ

ど
も

未
来

課

3
2

2
3

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

多
様
な

働
き
方

に
対
応

し
た
環

境
の
整

備
促
進

家
事
・

育
児
・

介
護
へ

の
男
女

共
同
参

画
の
促

進

・
マ
マ
・

パ
パ
教

室
の
実

施
・

思
春
期

保
健
支

援
教
育

の
実
施

・
マ

マ
パ
パ

教
室
は

１
０
回

実
施
し

、
参
加

者
は

３
２

８
人
（

う
ち
夫

の
参
加

は
１
５

５
人
）

―
マ

マ
パ
パ

教
室
の
実

施
・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

母
子

保
健
課

3
2

2
3

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

多
様
な

働
き
方

に
対
応

し
た
環

境
の
整

備
促
進

家
事
・

育
児
・

介
護
へ

の
男
女

共
同
参

画
の
促

進

・
男
女
共

同
参
画

に
ち
な

ん
だ
日

や
週
間

の
設
定
に

よ
る

広
報
・

啓
発
の

促
進

・
男
性
を

対
象
と

し
た
家

事
・
育

児
・
介

護
等
に
関

す
る

講
座
の

実
施

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
イ

ク
メ

ン
・

カ
ジ
メ

ン
・
イ

ク
ジ
イ

講
座
（

２
回
）

を
実
施

し
た
。

（
受

講
者
：

親
子
１

３
組
２

７
名
）

2
0
・

イ
ク
メ

ン
・
カ
ジ

メ
ン
・

イ
ク
ジ

イ
講
座

（
３

回
）
を
実

施
す
る
。

ま
た
今

年
度
は

、
企
画

調
整
課

事
業
「
新

婚
生
活
応

援
事
業

」
と
の

共
催
で

行
う
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

3
2

2
3

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

多
様
な

働
き
方

に
対
応

し
た
環

境
の
整

備
促
進

家
事
・

育
児
・

介
護
へ

の
男
女

共
同
参

画
の
促

進

・
地
域
に

お
け
る

子
育
て

支
援
の

環
境
づ

く
り
を
進

め
る

家
庭
教

育
講
座

の
実
施

・
公

民
館
が

実
施
す

る
社
会

教
育
事

業
に
お

い
て
、

子
ど

も
育
成

事
業
を

実
施
し

た
。

2
7
事

業
　
5
2
講

座
　

8
4
1
人

70
2
・

子
ど
も

た
ち
に
体

験
的
な

学
び
を

提
供
で

き
る
よ

う
な
子
ど

も
を
支
援

し
、
育

成
す
る

講
座
を

実
施
す

る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

社
会

教
育

青
少
年

課
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第
３
次

位
置
付

目
標

基
本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
施
策

計
画

の
事

務
事

業
内
容

令
和

２
年

度
実

施
事

務
事

業

令
和

２
年

度
執

行
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
今

後
に

向
け

て
の

取
組

み
担

当
課

3
2

2
3

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

多
様
な

働
き
方

に
対
応

し
た
環

境
の
整

備
促
進

家
事
・

育
児
・

介
護
へ

の
男
女

共
同
参

画
の
促

進

・
催
事
や

研
修
会

等
に
お

け
る
託

児
の
充

実
全

庁

3
2

3
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

高
齢
者

・
障
が

い
者
・

ひ
と
り

親
・
外

国
人
・

様
々
な

困
難
を

抱
え
る

女
性
等

が
自
分

ら
し
く

暮
ら
せ

る
環
境

の
整
備

促
進

ひ
と
り

親
家
庭

へ
の
自

立
支
援

・
母
子
父

子
自
立

支
援
員

の
配
置

・
自
立
支

援
に
向

け
た
各

種
制
度

の
相
談

及
び
周
知

・
母
子
生

活
支
援

施
設
と

の
連
携

母
子

父
子
自

立
支
援

員
（
女

性
相
談

員
と
兼

務
）
を
1

名
増

員
し
、

各
種
制

度
の
相

談
及
び

周
知
を

行
う
と

と
も

に
、
母

子
生
活

支
援
施

設
と
連

携
し
、

ひ
と
り

親
家

庭
の
自

立
支
援

を
行
っ

た
。
ま

た
、
ひ

と
り
親

家
庭

へ
の
就

業
や
学

習
支
援

を
行
っ

た
。

　
延

相
談
件

数
　
3
,
15

1
件

31
,6
8
8
継

続
し
て

実
施
す
る

継
続

し
て
実

施
す
る

。
家

庭
支

援
課

3
2

3
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

高
齢
者

・
障
が

い
者
・

ひ
と
り

親
・
外

国
人
・

様
々
な

困
難
を

抱
え
る

女
性
等

が
自
分

ら
し
く

暮
ら
せ

る
環
境

の
整
備

促
進

ひ
と
り

親
家
庭

へ
の
自

立
支
援

・
児
童
扶

養
手
当

、
健
や

か
教
育

手
当
の

支
給

①
児

童
扶
養

手
当
の

支
給

　
受

給
者
 
1
,5

1
2人

（
R
3.

3
末

）
②

健
や
か
教

育
手
当

の
支
給

　
受

給
者
 
 
 7

9
5人

（
R
3.

3
末

）

①
7
81

,0
9
9

②
34

,1
4
0

①
両
親
ま

た
は
父
母

の
一
方

が
い
な

い
状
態

に
あ
る

児
童
の
生

活
の
安
定

と
健
や

か
な
成

長
を
図

る
た
め

児
童
扶
養

手
当
の
支

給
を
継

続
す
る

。
②

両
親
ま

た
は
父
母

の
一
方

が
い
な

い
状
態

に
あ
る

児
童
の
教

育
・
福
祉

の
増
進

の
た
め

、
健
や

か
教
育

手
当
の
支

給
を
継
続

す
る
。

・
現

行
制
度

を
継
続

し
て
実

施
す
る

。
・
児

童
扶
養

手
当
の

制
度
改

正
が
あ

れ
ば
、

適
切
に

対
応
す

る
。

家
庭

支
援
課

3
2

3
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

高
齢
者

・
障
が

い
者
・

ひ
と
り

親
・
外

国
人
・

様
々
な

困
難
を

抱
え
る

女
性
等

が
自
分

ら
し
く

暮
ら
せ

る
環
境

の
整
備

促
進

ひ
と
り

親
家
庭

へ
の
自

立
支
援

・
親
子
す

こ
や
か

医
療
の

給
付

・
ひ

と
り
親

家
庭
等

に
医
療

費
の
給

付
　

（
R
3
.
3末

2
,
5
96

人
、

3
7
,
42

2
件

）
1
24

,7
2
3
・

ひ
と
り

親
家
庭
等

の
医
療

費
を
無

料
化
し

、
保
健

の
向
上
と

生
活
の
安

定
を
図

る
。
（

対
象
要

件
有

り
）

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

家
庭

支
援
課

3
2

3
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

高
齢
者

・
障
が

い
者
・

ひ
と
り

親
・
外

国
人
・

様
々
な

困
難
を

抱
え
る

女
性
等

が
自
分

ら
し
く

暮
ら
せ

る
環
境

の
整
備

促
進

高
齢
者

及
び
障

が
い
を

持
つ
人

の
社
会

参
画
活

動
の
促

進
と
自

立
支
援

・
社
会
参

加
促
進

事
業
の

実
施

・
障
が
い

を
持
つ

人
へ
の

福
祉
サ

ー
ビ
ス

の
充
実

・
社

会
参
加

促
進
事

業
の
実

施
（
①

障
が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
大
会

・
教
室

開
催
事

業
、
②

自
動
車

運
転
免

許
取

得
・
改

造
助
成

事
業
、

③
福
祉

タ
ク
シ

ー
・
給

油
券

利
用
助

成
）
【

継
続
実

施
】

①
3
4

②
91

9
③

36
,4
6
1

・
社
会
参

加
促
進
事

業
の
実

施

・
社

会
参
加

促
進
事

業
の
実

施
（
障

が
い

者
ス

ポ
ー
ツ

大
会
・

教
室
開

催
事
業

、
自

動
車

運
転
免

許
取
得

・
改
造

助
成
事

業
、

福
祉

タ
ク
シ

ー
・
給

油
券
利

用
助
成

）
【
継

続
実
施

】

障
が
い

福
祉

課

3
2

3
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

高
齢
者

・
障
が

い
者
・

ひ
と
り

親
・
外

国
人
・

様
々
な

困
難
を

抱
え
る

女
性
等

が
自
分

ら
し
く

暮
ら
せ

る
環
境

の
整
備

促
進

高
齢
者

及
び
障

が
い
を

持
つ
人

の
社
会

参
画
活

動
の
促

進
と
自

立
支
援

・
老
人
ク

ラ
ブ
連

合
会
に

対
す
る

補
助

・
高

齢
者
の

生
き
が

い
づ
く

り
や
、

社
会
参

加
機
会

の
充

実
及
び

健
康
増

進
を
め

ざ
し
、

市
内
の

単
位
老

人
ク

ラ
ブ
の

活
動
の

活
性
化

を
図
る

た
め
、

そ
の
活

動
の

推
進
母

体
で
あ

る
山
形

市
老
人

ク
ラ
ブ

連
合
会

に
対

し
補
助

金
を
交

付
し
た

。
（
山

形
市
老

人
ク
ラ

ブ
連

合
会
補

助
金
）

23
0
・

老
人
ク

ラ
ブ
連
合

会
に
対

す
る
活

動
支
援

・
継

続
し
て

実
施
す

る
長

寿
支

援
課

3
2

3
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

高
齢
者

・
障
が

い
者
・

ひ
と
り

親
・
外

国
人
・

様
々
な

困
難
を

抱
え
る

女
性
等

が
自
分

ら
し
く

暮
ら
せ

る
環
境

の
整
備

促
進

高
齢
者

及
び
障

が
い
を

持
つ
人

の
社
会

参
画
活

動
の
促

進
と
自

立
支
援

・
高
齢
者

の
生
き

が
い
づ

く
り
、

社
会
参

加
の
場
を

つ
く

る
た
め

の
高
齢

者
講
座

の
実
施

・
公

民
館
が

実
施
す

る
社
会

教
育
事

業
に
お

い
て
、

高
齢

者
の
社

会
参
画

の
促
進

を
目
指

し
た
、

生
き
が

い
や

健
康
づ

く
り
に

関
す
る

高
齢
者

教
室
等

を
実
施

し
た
。

1
0
事

業
　
6
2
講

座
　

9
3
2
人

7
2
・

高
齢
者

の
生
き
が

い
づ
く

り
、
社

会
参
加

の
場
を

つ
く
る
た

め
の
高
齢

者
講
座

を
実
施

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

社
会

教
育

青
少
年

課

3
2

3
3

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

高
齢
者

・
障
が

い
者
・

ひ
と
り

親
・
外

国
人
・

様
々
な

困
難
を

抱
え
る

女
性
等

が
自
分

ら
し
く

暮
ら
せ

る
環
境

の
整
備

促
進

外
国
人

市
民
に

対
す
る

支
援
と

多
文
化

共
生
の

意
識
の

高
揚
づ

く
り

・
外
国
人

市
民
に

対
す
る

相
談
の

実
施
及

び
情
報
提

供
・

国
際
交

流
活
動

を
行
う

市
民
等

へ
の
支

援

・
在

住
外
国

人
に
対

し
て
、

市
役
所

で
の
手

続
き
や

日
常

生
活
で

の
悩
み

、
日
本

語
教
室

等
の
情

報
提
供

を
行

う
「
一

般
相
談

」
と
家

族
の
呼

び
寄
せ

や
婚

姻
、

在
留
資

格
等
に

関
す
る

相
談
を

受
け
る

「
専
門

相
談

」
に
多

言
語
の

相
談
員

を
配
置

し
、
外

国
人
相

談
窓

口
の
実

施
及
び

情
報
提

供
を
行

っ
た
。

●
一

般
相
談

：
セ

ン
タ
ー
開

館
日
9
:
30

～
1
7
:0

0
セ

ン
タ
ー
窓

口
●

専
門
相
談

第
１

，
３
水

曜
日
1
1
:0

0
～

1
5:

0
0

セ
ン

タ
ー
内

民
間
団

体
活
動

室

※
令

和
２
年

度
　
一

般
相
談

受
付
件

数
：
1
1
件

　
　

　
　
　

　
　
専

門
相
談

受
付
件

数
：
1
4
件

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
合

計
2
5
件

・
国

際
関
係

機
関
と

協
力
し

、
相
互

理
解
を

深
め
る

た
め

の
学
習

機
会
や

国
際
交

流
機
会

に
つ
い

て
、
霞

城
セ

ン
ト
ラ

ル
内
に

あ
る
国

際
交
流

セ
ン
タ

ー
の
掲

示
板

や
資
料

コ
ー
ナ

ー
で
の

情
報
提

供
を
行

っ
た
。

33
1

・
外
国
人

相
談
窓
口

の
実
施

及
び
情

報
提
供

を
行

う
。

・
国
際
関

係
機
関
と

協
力
し

、
相
互

理
解
を

深
め
る

た
め
の
学

習
機
会
や

情
報
の

提
供
を

行
う
。

・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活

動
に
関

す
る
情

報
の
提

供
と

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く

り
へ
の

支
援
を

行
う
。

・
国
際
交

流
活
動
を

行
う
市

民
等
へ

の
支
援

を
行

う
。

・
外

国
人
相

談
窓
口

を
引
き

続
き
実

施
し
、

外
国
人

市
民
が

暮
ら
し

や
す
い

環
境

支
援

を
行
う

。
国

際
交

流
セ

ン
タ

ー

3
2

3
3

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

高
齢
者

・
障
が

い
者
・

ひ
と
り

親
・
外

国
人
・

様
々
な

困
難
を

抱
え
る

女
性
等

が
自
分

ら
し
く

暮
ら
せ

る
環
境

の
整
備

促
進

外
国
人

市
民
に

対
す
る

支
援
と

多
文
化

共
生
の

意
識
の

高
揚
づ

く
り

・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動

に
関
す

る
相
談
、

情
報

提
供
の

充
実

・
市

民
活
動

支
援
セ

ン
タ
ー

が
、
指

定
管
理

業
務

（
Ｈ
2
0
～
）

を
通
じ

て
継
続

実
施
し

た
。

セ
ン

タ
ー
登

録
3
36

団
体

0
・

市
民
活

動
支
援
セ

ン
タ
ー

が
、
指

定
管
理

業
務

（
H
3
0
～

Ｈ
3
9
）

を
通
じ

て
実
施

す
る
。

・
利

用
者
か

ら
の
ア

ン
ケ
ー

ト
等
に

よ
る

利
用

者
ニ
ー

ズ
の
分

析
を
行

い
、
利

用
者

ニ
ー

ズ
に
対

応
で
き

る
セ
ン

タ
ー
の

運
営

に
取

り
組
ん

で
い
く

。

企
画

調
整
課

30



第
３
次

位
置
付

目
標

基
本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
施
策

計
画

の
事

務
事

業
内
容

令
和

２
年

度
実

施
事

務
事

業

令
和

２
年

度
執

行
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
今

後
に

向
け

て
の

取
組

み
担

当
課

3
2

3
4

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

高
齢
者

・
障
が

い
者
・

ひ
と
り

親
・
外

国
人
・

様
々
な

困
難
を

抱
え
る

女
性
等

が
自
分

ら
し
く

暮
ら
せ

る
環
境

の
整
備

促
進

性
同
一

性
障
が

い
の
あ

る
人
な

ど
へ
の

支
援

・
性
的
マ

イ
ノ
リ

テ
ィ
に

関
す
る

理
解
促

進
と
情
報

提
供

・
性

的
マ
イ

ノ
リ
テ

ィ
に
関

す
る
参

考
図
書

の
貸
出

な
ど

情
報
提

供
を
行

っ
た
。

・
市

民
向
け

研
修
会

（
１
回

）
及
び

「
山
形

市
職

員
・

学
校
教

職
員
の

た
め
の

L
G
B
T対

応
サ
ポ

ー
ト
ハ

ン
ド

ブ
ッ
ク

」
を
活

用
す
る

た
め
の

市
教
職

員
を
対

象
と

し
た
研

修
会
（

1
回

）
を
開

催
し
た

。
・

申
請
書
等

に
お
け

る
性
別

記
載
欄

の
見
直

し
を
実

施
し

た
。

6
7

・
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ

ィ
に
関

す
る
参

考
図
書

の
貸
出

な
ど
情
報

提
供
を
行

う
。

・
性
の
多

様
性
に
関

す
る
養

護
教
諭

向
け
、

及
び
市

民
向
け
研

修
会
を
実

施
す
る

。
・

申
請
書

に
お
け
る

性
別
記

載
の
見

直
し
に

つ
い

て
、
対
応

状
況
調
査

を
実
施

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

3
2

3
4

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

高
齢
者

・
障
が

い
者
・

ひ
と
り

親
・
外

国
人
・

様
々
な

困
難
を

抱
え
る

女
性
等

が
自
分

ら
し
く

暮
ら
せ

る
環
境

の
整
備

促
進

性
同
一

性
障
が

い
の
あ

る
人
な

ど
へ
の

支
援

・
学
校
教

育
に
お

け
る
個

別
的
支

援

・
個

別
の
状

況
に
応

じ
た
適

切
な
支

援
を
実

施
で
き

る
よ

う
に
努

め
て
い

る
。

・
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ

サ
ポ
ー

ト
ハ
ン

ド
ブ
ッ

ク
の
活

用
を
促

進
し

て
い
る

。

-

・
個
別
の

状
況
に
応

じ
た
適

切
な
支

援
の
実

施
に
努

め
る
。

・
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
サ
ポ
ー

ト
ハ
ン

ド
ブ
ッ

ク
の
活

用
を
促

進
す
る
。

・
文

書
等
で

働
き
か

け
る
。

学
校

教
育
課

3
2

3
4

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

仕
事
と

生
活
の

調
和
（

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ
・

バ
ラ
ン

ス
）
を

促
進
し

ま
す

高
齢
者

・
障
が

い
者
・

ひ
と
り

親
・
外

国
人
・

様
々
な

困
難
を

抱
え
る

女
性
等

が
自
分

ら
し
く

暮
ら
せ

る
環
境

の
整
備

促
進

性
同
一

性
障
が

い
の
あ

る
人
な

ど
へ
の

支
援

・
国
民
健

康
保
険

被
保
険

者
証
に

お
け
る

性
別
の
表

記
方

法
の
変

更

・
国

民
健
康

保
険
被

保
険
者

証
の
一

斉
更
新

時
に
お

い
て

、
被
保

険
者
証

の
表
面

に
通
称

名
及
び

戸
籍
上

の
性

別
と
異

な
る
性

別
、
裏

面
に
戸

籍
上
の

氏
名
及

び
性

別
を
表

記
の
う

え
交
付

し
た
。

―

・
国
民
健

康
保
険
被

保
険
者

証
交
付

申
請
時

に
お
い

て
、
申
請

者
か
ら
氏

名
表
記

及
び
性

別
表
記

に
つ
い

て
の
相
談

が
有
れ
ば

、
被
保

険
者
証

の
表
面

に
通
称

名
及
び
戸

籍
上
の
性

別
と
異

な
る
性

別
、
裏

面
に
戸

籍
上
の
氏

名
及
び
性

別
を
表

記
の
う

え
交
付

す
る
。

・
国
民
健

康
保
険
被

保
険
者

証
の
一

斉
更
新

時
に
お

い
て
、
被

保
険
者
証

の
表
面

に
通
称

名
及
び

戸
籍
上

の
性
別
と

異
な
る
性

別
、
裏

面
に
戸

籍
上
の

氏
名
及

び
性
別
を

表
記
の
う

え
交
付

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

国
民

健
康

保
険

課

3
3

1
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

男
女
の

互
い
の

性
へ
の

理
解

と
、
生

涯
に
わ

た
る
健

康
づ
く

り
を
推

進
し
ま

す

リ
プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ
ブ

・
ヘ
ル

ス
／
ラ

イ
ツ
に

つ
い
て

の
意
識

の
浸
透

リ
プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ
ブ

・
ヘ
ル

ス
／
ラ

イ
ツ
の

普
及
・

啓
発

・
男
女
共

同
参
画

セ
ン
タ

ー
に
お

け
る
助

産
師
に
よ

る
相

談
の
実

施

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
助

産
師
に

よ
る

「
女
性

の
思
春

期
か
ら

更
年
期

ま
で
の

相
談
」

を
行

っ
た
。

（
相

談
件
数

：
６
７

件
）

1
0
・

助
産
師

に
よ
る
「

女
性
の

思
春
期

か
ら
更

年
期
ま

で
の
相
談

」
を
行
う

。
・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

3
3

1
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

男
女
の

互
い
の

性
へ
の

理
解

と
、
生

涯
に
わ

た
る
健

康
づ
く

り
を
推

進
し
ま

す

リ
プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ
ブ

・
ヘ
ル

ス
／
ラ

イ
ツ
に

つ
い
て

の
意
識

の
浸
透

リ
プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ
ブ

・
ヘ
ル

ス
／
ラ

イ
ツ
の

普
及
・

啓
発

・
保
健
所

に
お
け

る
窓
口

相
談
や

電
話
相

談
、
家
庭

訪
問

等
、
各

保
健
事

業
の
中

で
の
普

及
・
啓

発

①
窓

口
相
談

や
電
話

相
談
対

応
。

②
マ

マ
パ
パ

教
室
で

講
話
を

実
施
。

　
 
年

１
０
回
　

参
加
人

数
３
２

８
人

　
（

う
ち
夫

の
参
加

１
５
５

人
）

③
妊

婦
健
康

診
査
事

業
を
実

施
。

 
 
 延

１
９
，
９

０
７
件

、
償
還

払
い
　

延
７
７

９
件

④
山

形
市
特

定
不
妊

治
療
費

助
成
事

業
を
実

施
。

 
　
延

２
４
７
件

⑤
家

庭
訪
問

、
電
話

・
来
所

相
談
、

関
係
機

関
と
の

連
携

に
よ
る

訪
問
相

談
事
業

の
実
施

・
母

子
保
健

相
談
支

援
事
業

　
通
年

・
こ

ん
に
ち

は
赤
ち

ゃ
ん
訪

問
　
７

９
９
件

・
育

児
支
援

家
庭
訪

問
　

　
実
９
４

５
件
　

延
１
，

２
１
５

件
⑥

妊
婦
歯
科

健
康
診

査
事
業

　
　

　
受
診

者
数
：

３
９
８

人

④
特

定
不

妊
治
療

費
助

成
事
業

67
,3
3
3

⑥
妊

婦
歯

科
健
康

診
査

事
業
費

2
,1
1
5

・
窓
口
相

談
や
電
話

相
談
、

家
庭
訪

問
等
、

各
保
健

事
業
の
中

で
の
普
及

・
啓
発

・
山
形
市

特
定
不
妊

治
療
費

助
成
事

業
の
実

施
・

妊
婦
歯

科
健
康
診

査
の
実

施

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

母
子

保
健
課

3
3

1
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

男
女
の

互
い
の

性
へ
の

理
解

と
、
生

涯
に
わ

た
る
健

康
づ
く

り
を
推

進
し
ま

す

リ
プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ
ブ

・
ヘ
ル

ス
／
ラ

イ
ツ
に

つ
い
て

の
意
識

の
浸
透

母
性
保

護
に
関

す
る
指

導
の
充

実

・
保
健
所

を
拠
点

と
し
た

妊
婦
及

び
乳
幼

児
健
康
相

談
事

業
、
母

子
の
健

康
や
育

児
に
つ

い
て
の

情
報
提
供

の
充

実
・

こ
ん
に

ち
は
赤

ち
ゃ
ん

事
業
、

育
児
支

援
家
庭
訪

問
事

業
の
充

実

①
母

子
保
健

課
を
拠

点
と
し

た
妊
婦

及
び
乳

幼
児
健

康
相

談
事
業

、
母
子

の
健
康

や
育
児

に
つ
い

て
の
情

報
提
供

・
母

子
保
健

相
談
支

援
事
業

　
通
年

・
子

育
て
は

ぁ
と
相

談
年
２

０
回

　
　

利
用
者

数
 
実

４
２

人
 
延

４
７

人
②

こ
ん
に
ち

は
赤
ち

ゃ
ん
事

業
、
育

児
支
援

家
庭
訪

問
事
業

・
こ

ん
に
ち

は
赤
ち

ゃ
ん
事

業
　
７

９
９
人

・
育

児
支
援

家
庭
訪

問
　

　
　
実
９

４
５
件

　
延
１

，
２
１

５
件

―

・
母
子
保

健
課
を
拠

点
と
し

た
妊
婦

及
び
乳

幼
児
健

康
相
談
事

業
、
母
子

の
健
康

や
育
児

に
つ
い

て
の
情

報
提
供

・
こ
ん
に

ち
は
赤
ち

ゃ
ん
事

業
、
育

児
支
援

家
庭
訪

問
事
業

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

母
子

保
健
課
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第
３
次

位
置
付

目
標

基
本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
施
策

計
画

の
事

務
事

業
内
容

令
和

２
年

度
実

施
事

務
事

業

令
和

２
年

度
執

行
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
今

後
に

向
け

て
の

取
組

み
担

当
課

3
3

1
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

男
女
の

互
い
の

性
へ
の

理
解

と
、
生

涯
に
わ

た
る
健

康
づ
く

り
を
推

進
し
ま

す

リ
プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ
ブ

・
ヘ
ル

ス
／
ラ

イ
ツ
に

つ
い
て

の
意
識

の
浸
透

母
性
保

護
に
関

す
る
指

導
の
充

実
・

助
産
の

実
施
及

び
制
度

の
周
知

・
該

当
者
へ

の
適
切

な
情
報

提
供
や

関
係
機

関
等
を

通
じ

て
の
助

産
制
度

等
の
周

知
を
図

っ
た
。

・
具

体
的
な

ケ
ー
ス

へ
の
対

応
 
4件

1
,0
5
3
継

続
し
て

実
施
す
る

継
続

し
て
実

施
す
る

家
庭

支
援
課

3
3

1
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

男
女
の

互
い
の

性
へ
の

理
解

と
、
生

涯
に
わ

た
る
健

康
づ
く

り
を
推

進
し
ま

す

リ
プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ
ブ

・
ヘ
ル

ス
／
ラ

イ
ツ
に

つ
い
て

の
意
識

の
浸
透

母
性
保

護
に
関

す
る
指

導
の
充

実

・
国
・
県

と
連
携

し
た
職

場
に
お

け
る
母

性
健
康
管

理
の

啓
発

・
母
性
保

護
休
暇

制
度
等

の
周
知

・
国

等
の
担

当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の

掲
示
、

配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
っ

た
。

―
・

国
等
の

担
当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の
掲
示

、
配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
る
。

・
引

き
続
き

啓
発
を

図
る
。

雇
用

創
出
課

3
3

2
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

男
女
の

互
い
の

性
へ
の

理
解

と
、
生

涯
に
わ

た
る
健

康
づ
く

り
を
推

進
し
ま

す

生
涯
を

通
じ
た

健
康
保

持
増
進

対
策
の

推
進

ラ
イ
フ

ス
テ
ー

ジ
に
応

じ
た
心

身
の
健

康
支
援

の
充
実

・
地
域
及

び
保
健

セ
ン
タ

ー
を
拠

点
に
し

た
ラ
イ
フ

ス
テ

ー
ジ
に

あ
わ
せ

た
健
康

づ
く
り

事
業
等

の
実
施

・
心
の
健

康
づ
く

り
に
関

す
る
情

報
提
供

の
充
実

・
地
域
に

お
け
る

「
心
」

の
健
康

教
育
・

健
康
相
談

事
業

の
実
施

・
全
庁
的

な
自
殺

対
策
の

推
進
を

図
る
た

め
の
関
係

課
等

連
絡
会

議
の
開

催

・
平

成
３
０

年
度
に

策
定
し

た
本
市

の
自
殺

対
策
計

画
に

基
づ
き

、
庁
内

連
絡
会

議
（
２

回
、
関

係
１
０

課
）

や
自
殺

対
策
協

議
会
（

１
回
、

有
識
者

２
２

名
）

を
開
催

。
こ
こ

ろ
支
え

る
サ
ポ

ー
タ
ー

養
成
講

座
（

３
回
、

１
１
５

人
）
、

普
及
啓

発
事
業

（
チ
ラ

シ
、

啓
発
グ

ッ
ズ
、

中
小
企

業
向
け

相
談
周

知
ス

テ
ッ

カ
ー
の

配
布
等

）
、
メ

ン
タ
ル

ヘ
ル
ス

チ
ェ
ッ

ク
シ

ス
テ
ム

「
こ
こ

ろ
の
体

温
計
」

サ
イ
ト

を
開
設

し
て

い
る
（

ア
ク
セ

ス
者
：

３
８
，

９
４
６

件
／

年
）

・
健

康
づ
く

り
の
た

め
の
運

動
講
座

、
受
動

喫
煙
防

止
に

関
す
る

講
話
、

食
育
事

業
、
健

診
後
の

食
生
活

改
善

指
導
、

離
乳
食

教
室
、

年
代
別

栄
養
改

善
事
業

等
の

事
業
を

保
健
所

等
を
会

場
に
実

施
し
た

。
・

健
康
づ
く

り
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
と
し

て
、
食

生
活
改

善
推

進
員
の

養
成
及

び
食
生

活
改
善

推
進
協

議
会
・

運
動

普
及
推

進
協
議

会
活
動

の
支
援

を
行
い

、
健
康

づ
く

り
活
動

を
推
進

し
た
。

・
ス

ク
ス
ク

（
Ｓ
Ｕ

Ｋ
Ｓ
Ｋ

）
生
活

を
提
唱

す
る
た

め
、

楽
し
み

な
が
ら

健
康
づ

く
り
に

取
組
め

る
よ

う
、

専
用
の

ス
マ
ホ

ア
プ
リ

等
を
活

用
し
た

健
康
ポ

イ
ン

ト
事
業

Ｓ
Ｕ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
を

実
施
す

る
。
（

対
象
事

業
は

、
Ｓ
Ｕ

Ｋ
Ｓ
Ｋ

に
資
す

る
も
の

で
あ
れ

ば
、
全

庁
及

び
関
係

機
関
等

か
ら
募

集
）

自
殺

対
策

強
化
事 業

2
,5
4
9

地
域

保
健

対
策
推 進

2
,3
3
6

Ｓ
Ｕ

Ｋ
Ｓ

Ｋ
（
ス

ク
ス

ク
）

生
活
推

進
事
業

31
,9
7
5

受
動

喫
煙

防
止
対 策 69
4

・
本
市
の

自
殺
対
策

計
画
に

基
づ
き

、
庁
内

連
絡
会

議
を
年
２

回
、
自
殺

対
策
協

議
会
を

年
１
回

開
催
す

る
。
こ
こ

ろ
支
え
る

サ
ポ
ー

タ
ー
講

座
等
の

人
材
育

成
、
普
及

啓
発
事
業

等
を
重

点
に
実

施
す
る

。
・

健
康
づ

く
り
の
た

め
の
運

動
講
座

、
受
動

喫
煙
防

止
及
び
歯

科
保
健
に

関
す
る

講
話
、

食
育
事

業
、
健

診
後
の
食

生
活
改
善

指
導
、

離
乳
食

教
室
、

年
代
別

栄
養
改
善

事
業
等
の

事
業
を

保
健
所

等
を
会

場
に
実

施
す
る
。

・
健
康
づ

く
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
と
し

て
、
食

生
活
改

善
推
進
員

・
運
動
普

及
推
進

員
の
養

成
及
び

各
協
議

会
活
動
の

支
援
を
行

い
、
健

康
づ
く

り
活
動

を
推
進

す
る
。

・
ス
ク
ス

ク
（
Ｓ
Ｕ

Ｋ
Ｓ
Ｋ

）
生
活

を
提
唱

す
る
た

め
、
楽
し

み
な
が
ら

健
康
づ

く
り
に

取
組
め

る
よ

う
、
専
用

の
ス
マ
ホ

ア
プ
リ

等
を
活

用
し
た

健
康
ポ

イ
ン
ト
事

業
Ｓ
Ｕ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
を

実
施
す

る
。
（

対
象
事

業
は
、
Ｓ

Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

に
資
す

る
も
の

で
あ
れ

ば
、
全

庁
及
び
関

係
団
体
等

か
ら
募

集
）

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

健
康

増
進
課

3
3

2
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

男
女
の

互
い
の

性
へ
の

理
解

と
、
生

涯
に
わ

た
る
健

康
づ
く

り
を
推

進
し
ま

す

生
涯
を

通
じ
た

健
康
保

持
増
進

対
策
の

推
進

ラ
イ
フ

ス
テ
ー

ジ
に
応

じ
た
心

身
の
健

康
支
援

の
充
実

・
働
く
女

性
の
家

に
お
け

る
健
康

お
よ
び

育
児
に
関

す
る

相
談
事

業
の
実

施

・
保

健
指
導

員
に
よ

る
健
康

に
関
す

る
相
談

日
を
月

５
回

程
度
設

け
、
健

康
相
談

を
行
お

う
と
し

た
が
新

型
コ

ロ
ナ
感

染
症
拡

大
の
影

響
か
ら

中
止
と

し
た
。

-
・

保
健
指

導
員
に
よ

る
健
康

に
関
す

る
相
談

日
を
月

４
回
程
度

設
け
る
ほ

か
、
必

要
に
応

じ
て
実

施
す
る

予
定
で
あ

る
。

・
引

き
続
き

、
広
報

や
ま
が

た
や
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
等

に
て
、

広
く
周

知
す
る

。
福

祉
文

化
セ

ン
タ

ー

3
3

2
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

男
女
の

互
い
の

性
へ
の

理
解

と
、
生

涯
に
わ

た
る
健

康
づ
く

り
を
推

進
し
ま

す

生
涯
を

通
じ
た

健
康
保

持
増
進

対
策
の

推
進

ラ
イ
フ

ス
テ
ー

ジ
に
応

じ
た
心

身
の
健

康
支
援

の
充
実

・
男
女
共

同
参
画

セ
ン
タ

ー
に
お

け
る
健

康
相
談
事

業
の

実
施

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
助

産
師
に

よ
る

「
女
性

の
思
春

期
か
ら

更
年
期

ま
で
の

相
談
」

を
行

っ
た
。

（
相

談
件
数

：
６
７

件
）

1
0
・

助
産
師

に
よ
る
「

女
性
の

思
春
期

か
ら
更

年
期
ま

で
の
相
談

」
を
行
う

。
・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

3
3

2
1

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

男
女
の

互
い
の

性
へ
の

理
解

と
、
生

涯
に
わ

た
る
健

康
づ
く

り
を
推

進
し
ま

す

生
涯
を

通
じ
た

健
康
保

持
増
進

対
策
の

推
進

ラ
イ
フ

ス
テ
ー

ジ
に
応

じ
た
心

身
の
健

康
支
援

の
充
実

・
思
春
期

、
妊
娠

・
出
産

期
、
更

年
期
・

高
齢
期
に

お
け

る
健
康

支
援

・
麻
薬
等

に
つ
い

て
の
知

識
の
普

及
と
相

談
事
業
の

充
実 ・

職
場
や

公
共
空

間
に
お

け
る
禁

煙
の
推

進

全
庁

3
3

2
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

男
女
の

互
い
の

性
へ
の

理
解

と
、
生

涯
に
わ

た
る
健

康
づ
く

り
を
推

進
し
ま

す

生
涯
を

通
じ
た

健
康
保

持
増
進

対
策
の

推
進

性
に
関

す
る
教

育
の
充

実

・
保
健
所

に
お
け

る
エ
イ

ズ
・
性

感
染
症

に
関
す
る

情
報

提
供
の

充
実

・
保
健
所

に
お
け

る
思
春

期
保
健

支
援
事

業
の
実
施

（
健

康
増
進

課
）

・
保

健
所
に

お
け
る

エ
イ
ズ

・
性
感

染
症
に

関
す
る

情
報

提
供

（
母

子
保
健

課
）

・
女

性
健
康

支
援
セ

ン
タ
ー

事
業
と

し
て
、

思
春
期

保
健

支
援
事

業
に
も

対
応
し

た
。

―

（
健
康
増

進
課
）

・
保
健
所

に
お
け
る

エ
イ
ズ

・
性
感

染
症
に

関
す
る

周
知
及
び

啓
発

（
母
子
保

健
課
）

・
女
性
健

康
支
援
セ

ン
タ
ー

事
業
と

し
て
、

思
春
期

保
健
支
援

事
業
に
も

対
応
し

て
い
く

。

（
健

康
増
進

課
）

・
実

施
主
体

の
変
更

は
あ
る

が
、
継

続
し

て
実

施
。

（
母

子
保
健

課
）

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

健
康

増
進
課

母
子

保
健
課

3
3

2
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

男
女
の

互
い
の

性
へ
の

理
解

と
、
生

涯
に
わ

た
る
健

康
づ
く

り
を
推

進
し
ま

す

生
涯
を

通
じ
た

健
康
保

持
増
進

対
策
の

推
進

性
に
関

す
る
教

育
の
充

実

・
各
学
校

に
お
け

る
「
い

の
ち
の

学
習
」

の
確
実
な

実
践

の
推
進

・
教
職
員

に
対
す

る
研
修

会
の
開

催
・

研
究
モ

デ
ル
校

の
拡
充

「
い

の
ち
の

教
育
研

修
会
」

コ
ロ

ナ
感
染

状
況
に

よ
り
中

止

「
い

の
ち
の

教
育
懇

談
会
」

コ
ロ

ナ
感
染

状
況
に

よ
り
中

止

6
3
・

い
の
ち

の
教
育
研

修
会
を

開
催
す

る
（
年

２
回
）

・
い
の
ち

の
教
育
推

進
懇
談

会
を
開

催
す
る

・
い

の
ち
の

教
育
推

進
懇
談

会
で
の

推
進

委
員

の
助
言

等
を
参

考
に
し

な
が
ら

、
次

年
度

の
研
修

テ
ー
マ

の
方
向

性
を
決

め
て

い
く

。

学
校

教
育
課

32



第
３
次

位
置
付

目
標

基
本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
施
策

計
画

の
事

務
事

業
内
容

令
和

２
年

度
実

施
事

務
事

業

令
和

２
年

度
執

行
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
今

後
に

向
け

て
の

取
組

み
担

当
課

3
3

2
2

Ⅲ
　
多

様
な
生

き
方
を

選
択
で

き
る
環

境
の
実

現

男
女
の

互
い
の

性
へ
の

理
解

と
、
生

涯
に
わ

た
る
健

康
づ
く

り
を
推

進
し
ま

す

生
涯
を

通
じ
た

健
康
保

持
増
進

対
策
の

推
進

性
に
関

す
る
教

育
の
充

実
・

学
校
に

お
け
る

相
談
機

能
の
充

実

・
人

間
尊
重

を
基
本

と
し
、

自
他
の

生
命
を

尊
重
す

る
心

や
態
度

を
育
成

す
る
こ

と
を
柱

と
し
た

「
い
の

ち
の

教
育
」

を
実
践

し
て
い

る
。

・
教

職
員
や

ス
ク
ー

ル
カ
ウ

ン
セ
ラ

ー
等
に

よ
る
組

織
的

な
相
談

体
制
の

整
備
に

努
め
て

い
る
。

-

・
人
間
尊

重
を
基
本

と
し
、

自
他
の

生
命
を

尊
重
す

る
心
や
態

度
を
育
成

す
る
こ

と
を
柱

と
し
た

「
い
の

ち
の
教
育

」
の
実
践

を
す
る

。
・

教
職
員

や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ

ン
セ
ラ

ー
等
に

よ
る
組

織
的
な
相

談
体
制
を

整
備
す

る
。

・
校

長
会
、

教
頭
会

で
働
き

か
け
る

。
・
各

校
の
生

徒
指
導

担
当
者

に
指
導

す
る
。

学
校

教
育
課

4
1

1
1

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

男
女
間

の
暴
力

の
根
絶

に
向
け

た
意
識

づ
く
り

を
促
進

し
ま
す

暴
力
の

根
絶
に

つ
い
て

の
啓
発

と
再
発

防
止
に

向
け
た

取
り
組

み
の
推

進

人
権
尊

重
の
意

識
の
形

成
・

男
女
共

同
参
画

セ
ン
タ

ー
に
お

け
る
人

権
尊
重
の

意
識

を
高
め

る
た
め

の
講
座

の
開
催

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
Ｄ

Ｖ
防
止

講
座

（
３
回

）
、
市

内
小
中

学
校
（

滝
山
小

学
校
、

鈴
川

小
学
校

、
第
九

中
学
校

）
に
お

い
て
出

前
講
座

「
い

の
ち
の

学
習
」

を
実
施

し
た
。

（
Ｄ

Ｖ
防
止

講
座
受

講
者
：

２
１
名

、
出
前

講
座
受

講
者

：
３
１

６
名
）

7
3
・

Ｄ
Ｖ
防

止
講
座
（

３
回
）

、
市
内

小
・
中

学
校

（
５
校
予

定
）
に
お

い
て
出

前
講
座

「
い
の

ち
の
学

習
」
を
実

施
す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

4
1

1
2

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

男
女
間

の
暴
力

の
根
絶

に
向
け

た
意
識

づ
く
り

を
促
進

し
ま
す

暴
力
の

根
絶
に

つ
い
て

の
啓
発

と
再
発

防
止
に

向
け
た

取
り
組

み
の
推

進

Ｄ
Ｖ
な

ど
の
暴

力
の
防

止
に
向

け
た
啓

発

・
男
女
共

同
参
画

セ
ン
タ

ー
に
お

け
る
Ｄ

Ｖ
防
止
関

連
講

座
の
開

催
・

「
女
性

に
対
す

る
暴
力

を
な
く

す
運
動

」
週
間
に

合
わ

せ
た
市

民
参
加

型
の
展

示
等
の

実
施

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
Ｄ

Ｖ
防
止

講
座

（
３
回

）
、
市

内
小
中

学
校
（

滝
山
小

学
校
、

鈴
川

小
学
校

、
第
九

中
学
校

）
に
お

い
て
出

前
講
座

「
い

の
ち
の

学
習
」

を
実
施

し
た
。

（
Ｄ

Ｖ
防
止

講
座
受

講
者
：

２
１
名

、
出
前

講
座
受

講
者

：
３
１

６
名
）

・
「

女
性
に

対
す
る

暴
力
を

な
く
す

運
動
」

週
間
に

合
わ

せ
て
、

市
役
所

及
び
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お

い
て
Ｄ

Ｖ
防
止

パ
ネ
ル

等
の
展

示
を
実

施
し

た
。

・
「

女
性
に

対
す
る

暴
力
を

な
く
す

運
動
」

週
間
に

合
わ

せ
て
、

市
内
高

校
、
大

学
、
ま

た
学
習

施
設
に

Ｄ
Ｖ

防
止
啓

発
グ
ッ

ズ
と
啓

発
リ
ー

フ
レ
ッ

ト
を
配

布
し

、
啓
発

を
図
っ

た
。

34
0

・
Ｄ
Ｖ
防

止
講
座
（

３
回
）

、
市
内

小
・
中

学
校

（
５
校
予

定
）
に
お

い
て
出

前
講
座

「
い
の

ち
の
学

習
」
を
実

施
す
る
。

・
「
女
性

に
対
す
る

暴
力
を

な
く
す

運
動
」

週
間
に

合
わ
せ
て

、
市
役
所

及
び
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い
て

Ｄ
Ｖ
防
止

パ
ネ
ル

等
の
展

示
を
実

施
す

る
。

・
「
女
性

に
対
す
る

暴
力
を

な
く
す

運
動
」

週
間
に

合
わ
せ
て

、
市
内
高

校
、
大

学
、
ま

た
学
習

施
設
に

Ｄ
Ｖ
防
止

啓
発
グ
ッ

ズ
と
啓

発
リ
ー

フ
レ
ッ

ト
を
配

布
し
、
啓

発
を
図
る

。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

4
1

1
3

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

男
女
間

の
暴
力

の
根
絶

に
向
け

た
意
識

づ
く
り

を
促
進

し
ま
す

暴
力
の

根
絶
に

つ
い
て

の
啓
発

と
再
発

防
止
に

向
け
た

取
り
組

み
の
推

進

児
童
虐

待
や
子

ど
も
を

対
象
と

し
た
犯

罪
の
防

止
に
向

け
た
啓

発

・
予
防
対

策
と
し

て
の
相

談
の
実

施
・

早
期
発

見
に
向

け
た
乳

幼
児
健

康
診
査

・
訪
問
指

導
等

の
実
施

・
具
体
的

ケ
ー
ス

に
応
じ

た
訪
問

指
導
・

関
係
機
関

と
の

連
携

①
予

防
対
策

（
育
児

に
関
す

る
講
話

や
相
談

で
の
虐

待
防

止
啓
発

を
実
施

）
・

子
育
て
は

ぁ
と
相

談
 
年

２
０

回
　

　
　
利
用

者
数
 
実
４

２
人
　

延
４
７

人
・

子
育
て
支

援
セ
ン

タ
ー
等

で
の
健

康
教
育

相
談

年
１

２
回

②
早

期
発
見

（
乳
幼

児
健
康

診
査
等

で
の
虐

待
防
止

啓
発

を
実
施

）
・

４
か
月
児

健
康
診

査
 
通

年
１

，
６
５

７
人

・
９

か
月
児

健
康
診

査
 
通

年
１

，
６
５

７
人

・
１

歳
６
か

月
健
康

診
査

　
　

年
６
９

回
　
１

，
６
２

５
人

・
３

歳
児
健

康
診
査

 
年

６
５
回

　
１
，

６
４
２

人
・

幼
児
発
達

相
談
 
年
２

２
回

　
　
 
実

１
１
６

人
　
延

１
２
４

人
③

早
期
対
応

（
家
庭

訪
問
、

電
話
・

来
所
相

談
、
関

係
機

関
と
の

連
携
に

よ
る
虐

待
防
止

啓
発
を

実
施
）

・
母

子
保
健

相
談
支

援
事
業

　
通
年

・
こ

ん
に
ち

は
赤
ち

ゃ
ん
訪

問
　
７

９
９
件

・
育

児
支
援

家
庭
訪

問
　
実

９
４
５

件
　
延

１
，
２

１
５
件

・
要

保
護
児

童
対
策

地
域
協

議
会
 
代
表

者
会
議

 
年

１
回
(
書

面
開
催

）
、
実

務
者
会

議
　
年

１
２
回

（
う

ち
２

回
は
書

面
開
催

）
・

地
区
民
生

委
員
児

童
委
員

協
議
会

の
定
例

会
議
等

へ
の

参
加

・
学

校
保
健

委
員
会

へ
の
参

加

①
②

母
子

保
健
対

策
事

業
費

 
  

 　
1
86

,4
6
4

③
母

子
保

健
相
談

支
援

事
業
費

  
  

  
  

10
,4
0
7

育
児

支
援

家
庭
訪

問
事

業
費

 
  

  
  

14
,7
5
0

①
予
防
対

策
（
育
児

に
関
す

る
講
話

や
相
談

で
の
虐

待
防
止
啓

発
）

・
子
育
て

は
ぁ
と
相

談
 
年

2
4回

・
子
育
て

支
援
セ
ン

タ
ー
や

地
域
に

出
向
い

て
の
講

話
や
育
児

相
談

②
早
期
発

見
（
乳
幼

児
健
康

診
査
等

で
の
虐

待
防
止

啓
発
）

・
4
か

月
児
健

康
診
査
 
通
年

・
9
か

月
児
健

康
診
査
 
通
年

・
1
歳

6
か

月
健
康
診

査
 
年

7
0回

・
3
歳

児
健
康

診
査
 
年

7
8回

・
幼
児
発

達
相
談
 
年
2
5
回

③
早
期
対

応
（
家
庭

訪
問
、

電
話
・

来
所
相

談
、
関

係
機
関
と

の
連
携
に

よ
る
虐

待
防
止

啓
発
）

・
母
子
保

健
相
談
支

援
事
業

・
こ
ん
に

ち
は
赤
ち

ゃ
ん
訪

問
・

育
児
支

援
家
庭
訪

問
・

乳
幼
児

健
康
診
査

未
受
診

訪
問

・
電
話
相

談
・

来
所
相

談
・

要
保
護

児
童
対
策

地
域
協

議
会
へ

の
参
加

・
情
報

提
供
、
ケ

ー
ス
カ
ン

フ
ァ
レ

ン
ス

・
地
区
民

生
委
員
児

童
委
員

協
議
会

の
定
例

会
議
等

へ
の
参
加

・
学
校
保

健
委
員
会

へ
の
参

加

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

母
子

保
健
課

4
1

1
3

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

男
女
間

の
暴
力

の
根
絶

に
向
け

た
意
識

づ
く
り

を
促
進

し
ま
す

暴
力
の

根
絶
に

つ
い
て

の
啓
発

と
再
発

防
止
に

向
け
た

取
り
組

み
の
推

進

児
童
虐

待
や
子

ど
も
を

対
象
と

し
た
犯

罪
の
防

止
に
向

け
た
啓

発

・
児
童
虐

待
の
防

止
に
向

け
た
啓

発
・

具
体
的

な
ケ
ー

ス
へ
の

相
談
対

応
と
関

係
機
関
と

の
連

携
・

山
形
市

要
保
護

児
童
対

策
地
域

協
議
会

の
運
営

・
児

童
福
祉

週
間
、

児
童
虐

待
防
止

防
止
月

間
で
パ

ネ
ル

展
示
を

行
う
と

と
も
に

、
電
話

相
談
周

知
用
チ

ラ
シ

を
関
係

機
関
へ

配
布
し

た
。

・
児

童
相
談

件
数
（

新
規
）

7
4
5
件

・
山

形
市
要

保
護
児

童
対
策

地
域
協

議
会
に

お
い
て

関
係

機
関
と

連
携
し

対
応
し

た
。
代

表
者
会

議
年
1

回
、

実
務
者

会
議
月

1
回

、
個
別

ケ
ー
ス

検
討
会

7
2
回

17
3
継

続
し
て

実
施
す
る

継
続

し
て
実

施
す
る

家
庭

支
援
課

4
1

1
3

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

男
女
間

の
暴
力

の
根
絶

に
向
け

た
意
識

づ
く
り

を
促
進

し
ま
す

暴
力
の

根
絶
に

つ
い
て

の
啓
発

と
再
発

防
止
に

向
け
た

取
り
組

み
の
推

進

児
童
虐

待
や
子

ど
も
を

対
象
と

し
た
犯

罪
の
防

止
に
向

け
た
啓

発

・
学
校
・

関
係
機

関
と
の

連
携
の

継
続

・
学

校
や
関

係
機
関

等
と
連

携
し
、

児
童
虐

待
の
防

止
と

早
期
発

見
に
、

全
力
で

取
り
組

ん
で
い

る
。

・
教

員
へ
の

啓
発
の

た
め
、

生
徒
指

導
連
絡

会
等
で

研
修

の
機
会

を
も
っ

た
。

-

・
学
校
や

関
係
機
関

等
と
連

携
し
、

児
童
虐

待
防
止

と
早
期
発

見
に
、
全

力
で
取

り
組
む

。
・

教
員
へ

の
啓
発
の

た
め
、

生
徒
指

導
連
絡

会
等
で

研
修
の
機

会
を
も
つ

。

・
学

校
や
関

係
機
関

と
の
連

携
を
図

る
。

学
校

教
育
課

4
1

1
3

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

男
女
間

の
暴
力

の
根
絶

に
向
け

た
意
識

づ
く
り

を
促
進

し
ま
す

暴
力
の

根
絶
に

つ
い
て

の
啓
発

と
再
発

防
止
に

向
け
た

取
り
組

み
の
推

進

児
童
虐

待
や
子

ど
も
を

対
象
と

し
た
犯

罪
の
防

止
に
向

け
た
啓

発

・
青
少
年

指
導
セ

ン
タ
ー

に
お
け

る
街
頭

指
導
の
実

施
・

携
帯
電

話
等
へ

の
子
ど

も
安
全

情
報
配

信
シ
ス
テ

ム
の

運
用

・
青

少
年
指

導
セ
ン

タ
ー
指

導
委
員

に
よ
る

街
頭
指

導
を

実
施
し

た
。

　
　

従
事
し

た
指
導

委
員
　

述
べ
　

1
,
9
61

人
　

　
指
導
・

声
が
け

人
数
　

 
　

 
　

6
,
0
66

人
・

「
子
ど
も

安
全
情

報
配
信

シ
ス
テ

ム
」
に

よ
る
緊

急
情

報
の
配

信
を
実

施
し
た

。
　

　
登
録
件

数
4
,5

2
4件

　
　
配

信
件
数

7
2
件

2
,8
7
8

・
引
き
続

き
、
街
頭

指
導
と

共
に
、

少
年
相

談
（
電

話
・
メ
ー

ル
・
来
所

）
を
実

施
し
、

少
年
非

行
の
防

止
活
動
を

展
開
す
る

。
・

引
き
続

き
、
シ
ス

テ
ム
登

録
者
へ

、
児
童

生
徒
が

不
審
者
に

よ
る
声
掛

け
等
の

被
害
に

遭
っ
た

事
案
や

各
種
注
意

喚
起
情
報

を
配
信

す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
社

会
教

育
青

少
年

課

33



第
３
次

位
置
付

目
標

基
本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
施
策

計
画

の
事

務
事

業
内
容

令
和

２
年

度
実

施
事

務
事

業

令
和

２
年

度
執

行
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
今

後
に

向
け

て
の

取
組

み
担

当
課

4
1

1
4

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

男
女
間

の
暴
力

の
根
絶

に
向
け

た
意
識

づ
く
り

を
促
進

し
ま
す

暴
力
の

根
絶
に

つ
い
て

の
啓
発

と
再
発

防
止
に

向
け
た

取
り
組

み
の
推

進

男
女
共

同
参
画

の
視
点

に
立
っ

た
表
現

の
浸
透

（
再
掲

）

・
市
が
制

作
に
関

わ
る
T
V
・

ラ
ジ

オ
等
の

番
組
に
人

権
尊

重
の
視

点
を
取

り
入
れ

る
よ
う

な
啓
発

・
メ
デ
ィ

ア
・
リ

テ
ラ
シ

ー
の
向

上
の
た

め
の
広
報

、
啓

発

・
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
等

を
窓
口

や
本
庁

１
階
の

刊
行
物

コ
ー

ナ
ー
に

設
置
し

、
啓
発

を
行
っ

た
。

・
男

女
共
同

参
画
情

報
紙
「

フ
ァ
ー

ラ
」
等

に
お
い

て
、

人
権
尊

重
、
男

女
共
同

参
画
へ

の
配
慮

を
求
め

る
記

事
を
掲

載
し
た

。

36
0

・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等

を
窓
口

や
本
庁

１
階
の

刊
行
物

コ
ー
ナ
ー

に
設
置
し

、
啓
発

を
行
う

。
・

男
女
共

同
参
画
情

報
紙
「

フ
ァ
ー

ラ
」
等

に
お
い

て
、
人
権

尊
重
、
男

女
共
同

参
画
へ

の
配
慮

を
求
め

る
記
事
を

掲
載
す
る

。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

4
1

2
1

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

男
女
間

の
暴
力

の
根
絶

に
向
け

た
意
識

づ
く
り

を
促
進

し
ま
す

若
年
層

に
対
す

る
啓
発

活
動
の

実
施

性
の
商

品
化
の

防
止

・
「
い
の

ち
の
学

習
」
の

時
間
を

中
心
と

し
た
性
犯

罪
・
売
買

春
防
止

の
た
め

の
啓
発

・
計

画
訪
問

に
お
い

て
「
い

の
ち
の

学
習
」

計
画
の

提
出

-
・

計
画
訪

問
に
お
い

て
「
い

の
ち
の

学
習
」

計
画
の

提
出

・
自

他
の
い

の
ち
の

大
切
に

し
生
き

る
力

を
育

成
し
て

い
く
こ

と
が
で

き
る
よ

う
確

認
し

て
い
く

学
校

教
育
課

4
1

2
1

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

男
女
間

の
暴
力

の
根
絶

に
向
け

た
意
識

づ
く
り

を
促
進

し
ま
す

若
年
層

に
対
す

る
啓
発

活
動
の

実
施

性
の
商

品
化
の

防
止

・
学
校
教

育
指
導

計
画
訪

問
及
び

要
請
訪

問
に
よ
る

支
援

・
人

間
尊
重

を
基
本

と
し
、

自
他
の

生
命
を

尊
重
す

る
心

や
態
度

を
育
成

す
る
こ

と
を
柱

に
し
た

「
い
の

ち
の

教
育
」

を
実
践

し
て
い

る
。

-
・

人
間
尊

重
を
基
本

と
し
、

自
他
の

生
命
を

尊
重
す

る
心
や
態

度
を
育
成

す
る
こ

と
を
柱

に
し
た

「
い
の

ち
の
教
育

」
を
実
践

す
る
。

・
計

画
訪
問

等
に
よ

り
指
導

す
る
。

学
校

教
育
課

4
1

2
1

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

男
女
間

の
暴
力

の
根
絶

に
向
け

た
意
識

づ
く
り

を
促
進

し
ま
す

若
年
層

に
対
す

る
啓
発

活
動
の

実
施

性
の
商

品
化
の

防
止

・
有
害
な

違
法
簡

易
広
告

物
（
ピ

ン
ク
チ

ラ
シ
等
）

の
除

去
及
び

有
害
図

書
類
等

自
動
販

売
機
の

撤
去
促
進

・
有

害
違
法

簡
易
公

告
物
の

監
視
を

実
施
し

た
。

・
有

害
図
書

類
等
の

調
査
を

8
月

の
地
区

街
頭
指

導
に

あ
わ

せ
実
施

し
た
。

　
　

コ
ン
ビ

ニ
　
7
5
ヵ

所
　

　
書
店

　
5
ヵ

所
　

　
そ
の
他

　
　
1
0
ヵ

所

―
・

引
き
続

き
、
違
法

簡
易
公

告
物
や

有
害
図

書
類
等

自
動
販
売

機
の
設
置

の
監
視

に
努
め

る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

社
会

教
育

青
少
年

課

4
1

2
2

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

男
女
間

の
暴
力

の
根
絶

に
向
け

た
意
識

づ
く
り

を
促
進

し
ま
す

若
年
層

に
対
す

る
啓
発

活
動
の

実
施

学
校
に

お
け
る

Ｄ
Ｖ
及

び
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ

予
防
教

育
の
実

施

・
小

・
中

学
生

向
け

出
前

講
座

の
実

施
・
高

校
生

向
け

デ
ー

ト
Ｄ

Ｖ
予

防
教

育
の

実
施

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
市

内
小
中

学
校

（
３
校

）
に
お

い
て
出

前
講
座

「
い
の

ち
の
学

習
」

を
実
施

し
た
。

（
出

前
講
座

受
講
者

：
３
１

６
名
）

・
デ

ー
ト
Ｄ

Ｖ
防
止

啓
発
カ

ー
ド
、

パ
ン
フ

レ
ッ
ト

を
市

内
高
校

に
配
布

し
た
。

28
5

・
市
内
小

・
中
学
校

（
５
校

程
度
）

に
お
い

て
、
出

前
講
座
「

い
の
ち
の

学
習
」

を
実
施

す
る
。

・
若
年
層

向
け
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ

カ
ー
ド

、
パ
ン

フ
レ
ッ

ト
を
作
成

し
、
市
内

高
校
及

び
大
学

等
へ
配

布
す

る
。

・
出

前
講
座

に
つ
い

て
、
開

催
校
の

選
定
、

講
師
の

派
遣
等

に
関
し

、
関
係

機
関

と
連

携
し
て

実
施
し

て
い
く

。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

4
2

1
1

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

安
心
し

て
相
談

で
き
る

体
制
の

整
備

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
充
実

・
女
性
相

談
員
の

配
置

女
性

相
談
員

（
母
子

父
子
自

立
支
援

員
と
兼

務
）
を

１
名

増
員
し

、
多
様

化
・
複

雑
化
す

る
相
談

及
び
D
V

相
談

に
対
応

し
た
。

延
相

談
人
員

　
2
20

名
（

う
ち
D
V
相

談
1
3
0名

）

3
,1
4
0
継

続
し
て

実
施
す
る

継
続

し
て
実

施
す
る

。
家

庭
支

援
課

4
2

1
1

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

安
心
し

て
相
談

で
き
る

体
制
の

整
備

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
充
実

・
外
国
人

被
害
者

に
対
し

て
の
通

訳
等
の

支
援
　

・
必

要
時
、

外
国
人

被
害
者

に
対
し

て
通
訳

等
の
支

援
を

行
う
こ

と
が
で

き
る
よ

う
体
制

を
整
え

た
。

※
令

和
２
年

度
　
受

付
件
数

：
０
件

・
必
要
時

、
外
国
人

被
害
者

に
対
し

て
通
訳

等
の
支

援
を
行
う

。

・
支

援
を
求

め
る
被

害
者
が

来
た
と

き
に
、

必
要
な

支
援
を

提
供
出

来
る
よ

う
な

体
制

を
整
え

る
。

国
際

交
流

セ
ン
タ

ー

4
2

1
1

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

安
心
し

て
相
談

で
き
る

体
制
の

整
備

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
充
実

・
Ｄ
Ｖ
相

談
窓
口

担
当
者

へ
の
研

修
の
充

実

・
Ｄ

Ｖ
相
談

の
ス
キ

ル
を
学

ぶ
た
め

臨
床
心

理
士
を

招
聘

し
、
市

窓
口
相

談
職
員

、
関
係

機
関
の

職
員
に

呼
び

か
け
て

相
談
窓

口
研
修

会
を
実

施
し
た

。
（

参
加
人
数

：
２
７

名
）

1
6
・

Ｄ
Ｖ
相

談
の
ス
キ

ル
を
学

ぶ
た
め

臨
床
心

理
士
等

を
招
聘
し

、
相
談
窓

口
研
修

会
を
実

施
す
る

。
・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

4
2

1
1

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

安
心
し

て
相
談

で
き
る

体
制
の

整
備

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
充
実

・
適
切
な

情
報
提

供
と
対

応
の
実

施
・

関
係
機

関
と
の

連
携
強

化
相

談
を

受
け

る
関

係
各

課

4
2

1
2

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

安
心
し

て
相
談

で
き
る

体
制
の

整
備

Ｄ
Ｖ
相

談
窓
口

の
周
知

・
様
々
な

機
会
及

び
媒
体

を
利
用

し
た
周

知
広
報

・
相

談
窓
口

案
内
カ

ー
ド
を

作
成
し

、
市
内

ス
ー

パ
ー

や
公
共

施
設
へ

設
置
し

て
啓
発

を
図
っ

た
。

14
9
・

相
談
窓

口
案
内
カ

ー
ド
を

作
成
し

、
市
内

ス
ー

パ
ー
や
公

共
施
設
へ

設
置
し

て
啓
発

を
図
る

。
・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

4
2

2
1

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

Ｄ
Ｖ
被

害
者
支

援
体
制

の
充
実

・
住
民
基

本
台
帳

法
事
務

等
に
お

け
る
支

援
・

住
民
票
の

閲
覧
及

び
発
行

禁
止
と

、
戸
籍

の
附
票

の
発

行
禁
止

の
入
力

支
援

措
置
申

出
件
数

：
１
０

１
件

―
・

住
民
票

の
閲
覧
及

び
発
行

禁
止
と

、
戸
籍

の
附
票

の
発
行
禁

止
の
入
力

・
継

続
し
て

実
施
す

る
市

民
課

34



第
３
次

位
置
付

目
標

基
本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
施
策

計
画

の
事

務
事

業
内
容

令
和

２
年

度
実

施
事

務
事

業

令
和

２
年

度
執

行
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
今

後
に

向
け

て
の

取
組

み
担

当
課

4
2

2
1

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

Ｄ
Ｖ
被

害
者
支

援
体
制

の
充
実

・
障
が
い

者
虐
待

の
被
害

者
支
援

・
チ

ラ
シ
を

入
れ
た

を
啓
発

グ
ッ
ズ

の
配
布

・
ラ

ッ
ピ
ン

グ
バ
ス

に
よ
る

虐
待
防

止
啓
発

・
障

が
い
者

虐
待
防

止
に
係

る
知
識

、
ま
た

虐
待
事

案
発

生
時
の

対
応
に

つ
い
て

理
解
を

深
め
る

た
め
、

山
形

県
が
実

施
す
る

「
障
が

い
者
虐

待
防
止

・
権
利

擁
護

研
修
」

に
参
加

。
・

山
形
市
障

が
い
者

虐
待
防

止
連
絡

協
議
会

開
催

（
3
.
2
.
4
開

催
）

ラ
ッ
ピ

ン
グ

バ
ス

委
託
料

　
　

2
,9

04
・

啓
発
事

業
及
び
協

議
会
開

催
・
啓

発
事
業

及
び
協

議
会
開

催
を
継

続
し

て
実

施
す
る

。
障

が
い

福
祉

課

4
2

2
1

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

Ｄ
Ｖ
被

害
者
支

援
体
制

の
充
実

・
外
国
人

被
害
者

に
対
す

る
支
援

・
外

国
人
相

談
窓
口

の
実
施

及
び
情

報
提
供

を
行
っ

た
。

・
外
国
人

相
談
窓
口

の
実
施

及
び
情

報
提
供

を
行

う
。

・
母
子
保

健
課
等
に

関
す
る

通
訳
・

翻
訳
へ

の
協
力

を
行
う
。

・
必

要
な
支

援
を
提

供
出
来

る
よ
う

な
体

制
を

整
え
る

。
国

際
交

流
セ

ン
タ

ー

4
2

2
1

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

Ｄ
Ｖ
被

害
者
支

援
体
制

の
充
実

・
地
域
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
な
ど

に
よ
る

高
齢
者
虐

待
の

被
害
者

支
援

・
地

域
包
括

支
援
セ

ン
タ
ー

設
置
法

人
に
対

す
る
包

括
的

支
援
事

業
の
実

施
の
委

託
（
1
4
箇

所
）

。
3
12

,9
0
2
・

地
域
包

括
支
援
セ

ン
タ
ー

な
ど
に

よ
る
高

齢
者
虐

待
の
被
虐

待
者
及
び

養
護
者

支
援
【

継
続
実

施
】

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

長
寿

支
援
課

4
2

2
1

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

Ｄ
Ｖ
被

害
者
支

援
体
制

の
充
実

・
県
配
偶

者
暴
力

相
談
支

援
セ
ン

タ
ー
と

の
　

連
絡
調

整
・

心
の
ケ

ア

・
男

女
共
同

参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
女

性
カ
ウ

ン
セ

ラ
ー
に

よ
る
一

般
相
談

（
心
の

ケ
ア
等

）
を
実

施
し

た
。

（
相

談
件
数

：
４
５

８
件
）

1
,8
7
2
・

男
女
共

同
参
画
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
女

性
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
一

般
相
談

（
心
の

ケ
ア
等

）
を
実

施
す
る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー

4
2

2
1

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

Ｄ
Ｖ
被

害
者
支

援
体
制

の
充
実

・
県
配
偶

者
暴
力

相
談
支

援
セ
ン

タ
ー
と

の
　

連
絡
調

整
・

心
の
ケ

ア

相
談
を

受
け

る
関

係
各

課

4
2

2
2

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

自
立
に

向
け
た

住
居
・

生
活
・

経
済
面

等
の
支

援

・
国
民
年

金
の
支

援
　

・
手

続
き
先

と
し
て

日
本
年

金
機
構

を
案
内

す
る

―
・

手
続
き

先
と
し
て

日
本
年

金
機
構

を
案
内

す
る

・
継

続
し
て

実
施
す

る
市

民
課

4
2

2
2

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

自
立
に

向
け
た

住
居
・

生
活
・

経
済
面

等
の
支

援

・
国
民
健

康
保
険

等
の
支

援
　

・
国

民
健
康

保
険
等

の
加
入

の
支
援

【
継
続

実
施
】
　

―
・

国
民
健

康
保
険
等

の
加
入

の
支
援

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

国
民

健
康

保
険

課

4
2

2
2

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

自
立
に

向
け
た

住
居
・

生
活
・

経
済
面

等
の
支

援

・
生
活
困

窮
者
へ

の
経
済

支
援

・
生

活
保
護

の
実
施

・
生
活
保

護
の
実
施

・
生

活
保
護

の
実
施

生
活

福
祉
課

4
2

2
2

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

自
立
に

向
け
た

住
居
・

生
活
・

経
済
面

等
の
支

援

・
保
育
施

設
な
ど

の
利
用

に
関
す

る
支
援

　
・

保
育
の
必

要
性
の

聴
取
を

行
い
、

保
育
施

設
入
所

調
整

に
反
映

さ
せ
る

。
-
・

継
続
し

て
実
施
す

る
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

保
育

育
成
課

家
庭

支
援
課

4
2

2
2

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

自
立
に

向
け
た

住
居
・

生
活
・

経
済
面

等
の
支

援

・
児
童
手

当
の
支

給
・

児
童
手
当

の
支
給

、
児
童

を
養
育

す
る
Ｄ

Ｖ
被
害

者
に

対
す
る

児
童
手

当
の
支

給
に
係

る
相
談

・
支
援

3
,3

84
,3
1
0
・

児
童
を

養
育
す
る

Ｄ
Ｖ
被

害
者
の

経
済
的

支
援
の

た
め
、
児

童
手
当
の

支
給
に

係
る
相

談
、
支

援
を
継

続
し
て
実

施
す
る
。

・
児

童
を
養

育
す
る

Ｄ
Ｖ
被

害
者
の

経
済

的
支

援
の
た

め
、
児

童
手
当

の
支
給

に
係

る
相

談
、
支

援
を
継

続
し
て

実
施
す

る
。

家
庭

支
援
課
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第
３
次

位
置
付

目
標

基
本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
施
策

計
画

の
事

務
事

業
内
容

令
和

２
年

度
実

施
事

務
事

業

令
和

２
年

度
執

行
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
取

組
み

（
予

定
）

の
事

務
事

業
今

後
に

向
け

て
の

取
組

み
担

当
課

4
2

2
2

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

自
立
に

向
け
た

住
居
・

生
活
・

経
済
面

等
の
支

援

・
医
療
証

の
交
付

な
ど
の

支
援

①
親

子
健
や

か
医
療

証
：
児

童
を
養

育
す
る

Ｄ
Ｖ
被

害
者

を
ひ
と

り
親
と

し
て
、

対
象
要

件
に
加

え
る
。

②
こ

ど
も
医

療
証
：

Ｄ
Ｖ
に

よ
り
被

害
等
を

受
け
て

い
る

場
合
は

、
送
付

先
の
変

更
等
の

相
談
を

受
け

る
。

－

①
親
子
健

や
か
医
療

の
対
象

要
件
に

児
童
を

養
育
す

る
Ｄ
Ｖ
被

害
者
を
ひ

と
り
親

と
し
て

加
え
、

医
療
証

を
交
付
す

る
こ
と
に

よ
り
、

生
活
の

安
定
と

自
立
の

促
進
を
図

る
。
（
裁

判
所
通

知
等
要

件
有
り

）
②

こ
ど
も

医
療
証
の

交
付
を

受
け
て

い
る
児

童
や
交

付
申
請
を

行
っ
た
児

童
が
Ｄ

Ｖ
に
よ

り
被
害

等
を
受

け
て
い
る

場
合
は
、

医
療
証

の
送
付

先
変
更

等
の
相

談
を
受
け

る
。

・
継

続
し
て

事
業
を

実
施
す

る
。

家
庭

支
援
課

4
2

2
2

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

自
立
に

向
け
た

住
居
・

生
活
・

経
済
面

等
の
支

援

・
就
労
に

関
す
る

相
談
等

の
支
援

・
国

等
の
担

当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の

掲
示
、

配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
っ

た
。

―
・

国
等
の

担
当
部
局

の
作
成

す
る
ポ

ス
タ
ー

や
チ
ラ

シ
の
掲
示

、
配
布
等

の
協
力

を
行
い

啓
発
を

図
る
。

・
引

き
続
き

啓
発
を

図
る
。

雇
用

創
出
課

4
2

2
2

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

自
立
に

向
け
た

住
居
・

生
活
・

経
済
面

等
の
支

援

・
住
宅
確

保
の
支

援
　

・
住

宅
確
保

の
支
援

0
・

住
宅
確

保
の
支
援

・
要

援
護
世

帯
の
募

集
枠
を

設
け
、

優
先

入
居

が
で
き

る
よ
う

継
続
し

て
実
施

し
て

い
く

。
管

理
住

宅
課

4
2

2
2

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

自
立
に

向
け
た

住
居
・

生
活
・

経
済
面

等
の
支

援

・
児
童
・

生
徒
の

就
学
等

に
関
す

る
支
援

・
D
V
被

害
者

特
例
に

よ
る
児

童
生
徒

の
就
学

支
援

と
、

そ
れ
に

関
わ
る

相
談
を

常
時
受

け
付
け

て
い

る
。

-
・

D
V
被
害

者
特
例
に

よ
る
児

童
生
徒

の
就
学

支
援

と
、
そ
れ

に
関
わ
る

相
談
を

常
時
受

け
付
け

る
。

・
教

育
相
談

体
制
の

充
実
を

図
る
。

学
校

教
育
課

4
2

2
3

Ⅳ
　
人

権
が
尊

重
さ
れ

、
男
女

間
の
暴

力
の
な

い
社
会

の
実
現

Ｄ
Ｖ
相

談
体
制

の
強
化

と
被
害

者
支
援

の
充
実

を
図
り

ま
す

Ｄ
Ｖ
被

害
者
へ

の
支
援

支
援
団

体
と
の

協
働

・
被
害
者

支
援
団

体
と
連

携
し
た

支
援
　

・
必

要
に
応

じ
て
被

害
者
支

援
団
体

等
と
連

携
を

行
っ

た
。

―
・

必
要
に

応
じ
て
被

害
者
支

援
団
体

等
と
連

携
を
行

う
。

・
継

続
し
て

実
施
す

る
。

男
女

共
同

参
画
セ

ン
タ

ー
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Ⅳ　審議会等（法令及び条例に基づく附属機関）の女性委員比率

№ 部名 課名 審議会等の名称 任期終了 委員総数 女性委員 参画率(%) 前回参画率（％） 備考

1 総務部 総務課 山形市名誉市民選考審査会 － － － － － 必要時委嘱

2 職員課 山形市特別職報酬等審議会 － － － － － 必要時委嘱

3 行政経営課 山形市行政不服審査会 R4.5.31 5 1 20.0 20.0

4 防災対策課 山形市防災会議 R4.3.31 52 5 9.6 9.6

5 防災対策課 山形市国民保護協議会 R4.3.31 55 4 7.3 7.3

3 112 10 8.9 8.9

6 企画調整部 文化振興課 山形市文化財保護委員会 R4.5.31 7 3 42.9 42.9 旧：社会教育青少年課

7 文化振興課 山形市郷土館運営協議会 R3.3.31 6 3 50.0 50.0 旧：社会教育青少年課

8 男女共同参画センター 山形市男女共同参画審議会 R3.3.31 15 11 73.3 80.0

9 男女共同参画センター 山形市男女共同参画センター運営委員会 R4.3.31 11 7 63.6 63.6

10 スポーツ振興課 山形市スポーツ推進審議会 R4.5.31 10 4 40.0 40.0 旧：スポーツ保健課

2 49 28 57.1 73.1

11 市民生活部 市民課 山形市住居表示委員会 R3.7.23 10 4 40.0 50.0

12 市民課 山形市交通安全対策会議 なし 20 3 15.0 20.0

13 消費生活センター 山形市消費生活審議会 R3.3.31 9 5 55.6 50.0

14 市民相談課 山形市個人情報保護制度運営審議会 R4.12.7 10 6 60.0 60.0

15 市民相談課 山形市情報公開・個人情報保護審査会 R4.6.30 5 2 40.0 40.0

16 国民健康保険課 山形市国民健康保険運営協議会 R4.8.9 14 5 35.7 35.7

6 68 25 36.8 39.1

17 健康医療部 母子保健課 山形市予防接種健康被害調査委員会 R3.9.21 6 2 33.3 16.7 旧：健康増進課

18 健康増進課 山形市感染症診査協議会 R3.3.31 8 1 12.5 12.5

2 14 3 21.4 14.3

19 環境部 環境課 山形市環境審議会 R3.12.20 19 8 42.1 42.1

20 環境課 山形市空き缶等散乱防止審査会 － － － － － 必要時委嘱

21 ごみ減量推進課 山形市清掃問題審議会 R3.3.31 12 5 41.7 41.7

2 31 13 41.9 41.9

22 福祉推進部 生活福祉課 山形市社会福祉審議会 R4.3.31 38 14 36.8 39.5

23 生活福祉課 山形市民生委員推薦会 R4.9.30 14 5 35.7 35.7 推薦者

24 長寿支援課 山形市老人ホーム入所判定委員会 R3.3.31 5 1 20.0 20.0

25 介護保険課 山形市介護認定審査会 R3.3.31 84 26 31.0 34.9

26 障がい福祉課 山形市障害支援区分判定審査会 R3.3.31 16 5 31.3 31.3

27 福祉文化センター 山形市働く女性の家運営委員会 R4.3.31 9 5 55.6 70.0

6 166 56 33.7 37.3

28 こども未来部 こども未来課 山形市子ども・子育て会議 R3.12.23 20 9 45.0 50.0

1 20 9 45.0 50.0

29 農林部 森林整備課 山形市森林整備推進協議会 R3.7.10 15 6 40.0 40.0

30 地方卸売市場管理事務所 山形市公設地方卸売市場取引委員会 R4.3.31 14 0 0.0 7.1

2 29 6 20.7 24.1

31 まちづくり政策部 まちづくり政策課 山形市都市計画審議会 R3.6.30 18 7 38.9 33.3

32 まちづくり政策課 山形市開発審査会 R3.4.30 7 3 42.9 42.9

33 まちなみデザイン課 山形市景観審議会 R3.6.30 15 6 40.0 40.0

34 建築指導課 山形市建築審査会 R3.9.17 7 2 28.6 28.6

4 47 18 38.3 36.2

35 都市整備部 河川整備課 山形市水防協議会 当該職 25 5 20.0 20.0

36 道路維持課 山形市自転車等駐車対策協議会 R3.7.4 14 2 14.3 14.3

2 39 7 17.9 17.9

37 教育委員会 学校教育課 山形市総合学習センター運営協議会 R3.5.23 10 3 30.0 30.0

38 社会教育青少年課 山形市社会教育委員 R3.3.31 15 5 33.3 33.3

39 社会教育青少年課 山形市青少年問題協議会 R4.5.31 27 4 14.8 15.4

40 少年自然の家 山形市少年自然の家運営協議会 R3.5.3 10 2 20.0 20.0

41 図書館 山形市立図書館協議会 R3.5.31 12 6 50.0 36.4

8 74 20 27.0 29.5

38 649 195 30.0 31.2

は市長が委員等の審議会等 女性委員のいる審議会等の割合97.1％

２０２１年３月３１日現在

総務部計

企画調整部計

市民生活部計

健康医療部計

教育委員会計

合計

環境部計

福祉推進部計

こども未来部計

農林部計

まちづくり政策部計

都市整備部計
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